


～子どもたちの「夢」を実現し、働く人たちの「元気」を 支え、 
　　　　　　　生活の「安心」を守るまちづくり を目指して～ 

が決まる! 
予算総額102億1,050万円 

山下町長 

働く人たちの「元気」を 

子どもたちの「夢」を 

　平成24年度の各会計歳入歳出予算が、3月8日から15日まで、8日間
の会期で開催された平成24年第１回定例会に提案されました。 
　今後のまちづくりに大きくかかわる重要な内容であることから、議
会に「予算審査特別委員会」を設置し、同委員会で慎重に審議した結果、
各会計予算は原案どおり可決すべきとの審査結果が示されました。 
　特別委員会での審査結果が本会議で報告され、全員議員の賛成により、
平成24年度予算が決まりました。 

国 民 健 康 保 険 事 業  
特 別 会 計  
後 期 高 齢 者 医 療  
特 別 会 計  
介 護 保 険 事 業 勘 定  
特 別 会 計  
介護サービス事業勘定  
特 別 会 計  
簡 易 水 道 事 業  
特 別 会 計  
下 水 道 事 業  
特 別 会 計  
個 別 排 水 処 理 事 業  
特 別 会 計  

合　　　計 

一 般 会 計  

会　　計　　名 

75億8,649万円 

11億4,941万円 

9,958万円 

６億301万円 

857万円 

３億6,391万円 

３億6,970万円 

2,983万円 

102億1,050万円 

本年度予算額 

73億2,596万円 

11億3,631万円 

9,117万円 

６億3,247万円 

848万円 

４億704万円 

３億3,682万円 

2,940万円 

99億6,765万円 

前年度予算額 

＋２億6,053万円 

＋1,310万円 

＋841万円 

△2,946万円 

＋9万円 

△4,313万円 

＋3,288万円 

+43万円 

＋２億4,285万円 

（＋3.6%） 

（＋1.2%） 

（＋9.2%） 

（△4.7%） 

（＋1.1%） 

（△10.6%） 

（＋9.8%） 

（＋1.5%） 

（＋2.4%） 

前年度対比 

　子どもたちの「夢」を実現し、働く人たちの「元気」を支え、生活の「安心」を守る
まちづくりを目指し、平成24年度予算編成にあたってきた。各種事務事業執行に
あたり、町民皆様のまちづくりへの参加にご理解・ご協力をお願い申し上げる。 

（町政執行方針より） 

歳出 
予算 
歳出 
予算 

国・道支出金 

歳入 
予算 

（町が実施する特定事業に
対する国、北海道からの補
助金など） 

教育費 

その他 
（消防、防災、労働対策等 
に要する経費） 

（広報広聴、交通安全、住民自治振興、 
公共施設管理等に要する経費） 

（商工業の振興、 
観光振興対策等に 
要する経費） 

商工費 

議会費 （議会の運営などに要する経費） ●歳出予算 
総務費 

民生費 

衛生費 

農林 
水産業費 

土木費 
（道路、河川、 
公園、町営住宅 
維持整備等に 
要する経費） 

公債費 

職員給与費 （高齢者・障がい者・ 
児童福祉対策等に 
要する経費） 

（高齢者・障がい者・ 
児童福祉対策等に 
要する経費） 

（ごみ処理、疾病対
策等、保健・環境衛
生に要する費用） 

（ごみ処理、疾病対
策等、保健・環境衛
生に要する費用） 

（農業、畜産業、 
林業、水産業の 
振興等に要す 
る経費） 

（農業、畜産業、 
林業、水産業の 
振興等に要す 
る経費） 

（幼稚園・学校
教育、社会教
育の推進等に
要する経費） 

（借入金の返済経費） 

（町職員の給料、 
手当、共済費等） 

※予算審査特別委員会での審議概要は、P10から掲載しています。 

・・・・・・・・ 7,001万円 （0.9%） 〔対前年度比 ＋40.0%〕 議　　会　　費 

・・・・ 3億6,594万円 （4.8%） 〔対前年度比 ＋30.5%〕 総　　務　　費 

・・・・ 9億3,060万円  （12.3%） 〔対前年度比 △7.3%〕 民　　生　　費 

・・・・ 5億2,266万円  （6.9%） 〔対前年度比 △5.3%〕 衛　　生　　費 

・・・・ 5億5,434万円 （7.3％） 〔対前年度比 ＋18.1%〕 農林水産業費  

・・・・ 1億5,860万円 （2.1%） 〔対前年度比 ＋3.5%〕 商　　工　　費 

・・・・ 8億5,975万円 （11.3%） 〔対前年度比 ＋41.5%〕 土　　木　　費 

・・・・ 9億8,504万円 （13.0%） 〔対前年度比 △4.1%〕 教　　育　　費 

・・・・・・ 15億87万円 （19.8％） 〔対前年度比 △3.5%〕 公　　債　　費 

・・・・ 12億1,324万円 （16.0%） 〔対前年度比 △3.4%〕 職 員 給 与 費  

・・・・  4億2,544万円 （5.6%） 〔対前年度比 ＋14.7%〕 そ　　の　　他 

生活の「安心」を 

平成24年度  各会計予算総額 
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～子どもたちの「夢」を実現し、働く人たちの「元気」を 支え、 
　　　　　　　生活の「安心」を守るまちづくり を目指して～ 

平成24年度 予算が

働く人たちの「元気」を 

子どもたちの「夢」を 

一般会計歳入歳出予算総額 

歳出 
予算 

(町民皆さんから 
納付いただく 
税金)

（借入金） 

（町の基金（預金） 
からの繰入金） 

（国からの地方自治体に 
対する交付金） 

（施設利用時に納付いただく使用料など） 

町税 

国・道支出金 

繰入金 

その他 
（諸収入、財産収入など） 

町債 

地方交付税 

分担金及び負担金・使用料及び手数料 

譲与税・各交付金 

歳入 
予算 
歳入 
予算 

（国税・道税からの配分金 
「地方譲与税」「地方消費
税交付金」など） 

（町が実施する特定事業に
対する国、北海道からの補
助金など） 

国・道支出金 
（町が実施する特定事業に
対する国、北海道からの補
助金など） 

（高齢者・障がい者・ 
児童福祉対策等に 
要する経費） 

（ごみ処理、疾病対
策等、保健・環境衛
生に要する費用） 

（農業、畜産業、 
林業、水産業の 
振興等に要す 
る経費） 

の内訳 ７５億８，６４９万円 
●歳入予算 

・・・・・  9億6,324万円 （12.7%） 〔対前年度比 ＋5.0%〕 町　　　　　税 

・・・・・・  3億3,891万円 （4.4％） 〔対前年度比 △7.0%〕 譲与税・各交付金 

・・・・・ 39億4,269万円 （52.0%） 〔対前年度比 +2.0%〕 地 方 交 付 税  

・・・・・・  3億2,238万円 （4.2%） 〔対前年度比 △5.5%〕 
分担金及び負担金・ 
使用料及び手数料 

・・・・・  7億5,749万円 （10.0%） 〔対前年度比 ＋11.7%〕 国・道支出金  

・・・・・・  2億3,555万円 （3.1%） 〔対前年度比 ＋107.6%〕 繰　　入　　金 

・・・・・  8億8,561万円 （11.7%） 〔対前年度比 ＋3.6％〕 町　　　　　債 

・・・・・・  1億4,062万円 （1.9%） 〔対前年度比 △26.3%〕 そ　　の　　他 

働く人たちの「元気」を 

生活の「安心」を 生活の「安心」を 

子どもたちの「夢」を 
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総合的・計画的なまちづくりを進めるために策定した「大空町総合計画」の基本目標に照らし合わせて紹介します。 総合的・計画的なまちづくりを進めるために策定した「大空町総合計画」の基本目標に照らし合わせて紹介します。 「大空町総合計画」の基本目標に照らし合わせて紹介します。 

44

3

基本目標 

1

基本目標 

基本目標 基本目標 
さわやか生活のまちづくり 

●道路整備事業　 ２億4,642万円 

●町営住宅建設事業　 １億6,298万円 

●リサイクル推進事業　 2,616万円 

●東日本大震災支援対策事業　 199万円 

●消防救急デジタル無線整備事業　 500万円 

●新規国内定期便運行助成事業　 428万円 

●ごみ処理事業 １億4,829万円 

●自動体外式除細動器（ＡＥＤ）購入助成事業 40万円 

●防災計画修正事業　 395万円 

●高規格救急自動車整備事業　 3,616万円 

55
基本目標 基本目標 

ふれあい協働のまちづくり 

●自治会運営費交付金・自治会活動支援交付金　　1,422万円 

●元気づくり応援事業補助金 220万円 

●議場音響機器更新 950万円 

●広報広聴事業 1,127万円 

●戸籍事務ＯＡ化事業　 5,355万円 

2
基本目標 
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平成24年度の主な事業・予算概要 

総合的・計画的なまちづくりを進めるために策定した「大空町総合計画」の基本目標に照らし合わせて紹介します。 総合的・計画的なまちづくりを進めるために策定した「大空町総合計画」の基本目標に照らし合わせて紹介します。 総合的・計画的なまちづくりを進めるために策定した

4

33

基本目標 基本目標 

11 はつらつ産業のまちづくり 

●環境保全型農業直接支援対策事業 210万円 

●レーザー式均平作業機導入事業 3,090万円 

●農業農村整備事業 １億7,000万円 

●農業体質強化基盤整備促進事業 4,725万円 

●未来につなぐ森づくり推進事業 2,278万円 

●藻琴山温泉芝桜公園整備事業 4,649万円 

●住宅リフォーム促進事業 1,200万円 

●ポイントカード事業 200万円 

●観光情報クロスメディア発信事業 196万円 

●企業誘致対策事業 2,916万円 

●中山間地域等直接支払事業 2,305万円 

●農業担い手実践研修支援事業 100万円 

 

基本目標 基本目標 
のびやか文化のまちづくり 

●女満別小学校改築事業 １億4,401万円 

●東藻琴中学校大規模改修 １億7,783万円 

●女満別湿性植物群落調査事業 153万円 

●姉妹都市交流事業 516万円 

基本目標 

5
基本目標 

22
基本目標 基本目標 

あったか福祉のまちづくり 

●救急医療対策事業　 370万円 

●女満別中央病院医療環境等充実事業　 4,502万円 

●母子保健・疾病予防・健康増進事業　 3,900万円 

●社会福祉協議会助成事業　 2,372万円 

●子ども手当扶助事業　 １億3,918万円 

●保育園管理運営事業　 4,670万円 

●障がい者自立支援事業　 １億4,862万円 

●障がい者福祉施設運営事業　 2,620万円 

●特別養護老人ホーム整備事業　 8,000万円 
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町民主体の自治を目指して 町民主体の自治を目指して 

「自治体の憲法」とも呼ばれる 
　　「自治基本条例」が提案される 
「自治体の憲法」とも呼ばれる 
　　「自治基本条例」が提案される 

保険料 
の段階 

第１段階 

対象となる方の区分 改定前の年額 
(平成21年度～23年度)

①老齢福祉年金受給者で、世帯全員が住民税非課税の場合 

②生活保護を受給されている方 
18,600円 

（1,550円/月） 

改定後の年額 
(平成24年度～26年度)

24,000円 
(2,000円/月)

第２段階 
世帯全員が住民税非課税で、本人の合計所得金額と年

金収入の合計が80万円以下の場合 
18,600円 

（1,550円/月） 
24,000円 

(2,000円/月)

第３段階 

世帯全員が住民税非課税で、本人の合計所得金額と年

金収入の合計が80万円を超え120万円以下の場合 

世帯全員が住民税非課税で、本人の合計所得金額と年

金収入の合計が120万円を超える場合 

27,900円 
（2,325円/月） 

30,000円 
（2,500円/月） 

36,000円 
（3,000円/月） 

①本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税者がいる

場合） 

②本人の合計所得金額と年金収入の合計が80万円以

下の場合 
第４段階 

32,550円 
（2,713円/月） 

42,000円 
（3,500円/月） 

37,200円 
（3,100円/月） 

48,000円 
（4,000円/月） 

第５段階 
46,500円 

（3,875円/月） 
60,000円 

（5,000円/月） 

第６段階 

本人が住民税課税で合計所得金額が190万円未満の方 

本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税者がいる場合） 

本人が住民税課税で合計所得金額が190万円以上の方 
55,800円 

（4,650円/月） 
72,000円 

（6,000円/月） 

平成24年度予算のほか、本定例会で決定した主な内容をお知らせします。 

〔各段階別の介護保険料一覧〕 
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【
65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保

険
料
を
改
定
】

「
介
護
保
険
制
度
」
の
運

営
財
源
と
な
る
65
歳
以
上
の

方
の
介
護
保
険
料
が
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
要
す
る
給

付
費
や
人
口
推
移
な
ど
今
後

の
推
計
を
も
と
に
、
平
成
24

年
度
か
ら
次
の
と
お
り
改
定

さ
れ
ま
す
。
大
空
町
の
保
険

料
は
、
管
内
で
中
位
程
度
で

す
。

町
民
主
体
の
「
大
空
町
自

治
基
本
条
例
（
仮
称
）
検
討

委
員
会
」
で
の
長
期
に
わ
た

る
審
議
に
よ
り
ま
と
め
ら
れ

た
「
自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）

最
終
報
告
書
」
を
土
台
に
し

た
「
大
空
町
自
治
基
本
条
例
」

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
基
本
条
例
は
主
権
者

で
あ
る
町
民
主
体
の
自
治
を

実
現
す
る
た
め
に
定
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
、「
自
治
体

の
憲
法
」
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

議
会
と
し
て
は
、
現
在
検

討
中
で
あ
る
「
議
会
基
本
条

例
」
と
も
関
連
性
が
あ
る
こ

と
、
提
案
さ
れ
た
内
容
を
十

分
理
解
し
、
町
民
皆
様
に
説

明
し
て
い
く
責
務
が
あ
る
な

ど
の
こ
と
か
ら
、「
自
治
基

本
条
例
審
査
特
別
委
員
会
」

を
設
置
し
て
内
容
等
を
引
き

続
き
審
査
、
確
認
し
て
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。

※
特
別
委
員
会
で
の
審
査
概

要
は
Ｐ
24
か
ら
掲
載
し
て

い
ま
す
。



指定管理者の指定期間 

平成24年４月１日から 

平成27年３月31日まで 

指定管理者の住所及び名称 

大空町女満別西４条４丁目１番６号 

社会福祉法人 大空町社会福祉協議会 

会長　鈴木　武昭 

施設の所在地及び名称 

大空町女満別西４条４丁目64番地の１ 

女満別伝承館 

（新規制度導入施設） 

平成24年４月１日から 

平成29年３月31日まで 

大空町女満別西４条５丁目４番10号 

社会福祉法人 女満別福祉会 

理事長　豊島　寛 

大空町女満別西４条５丁目353番地の８ 

女満別農業構造改善センター 

（指定期間満了に伴い更新） 

小
島
議
員
　
　
囲
碁
会
館
前

の
舗
装
は
、
財
産
管
理
上
、

町
の
も
の
な
の
か
。
敷
地

内
の
樹
木
も
全
部
管
理
対

象
に
な
る
の
か
。
参
考
資

料
な
ど
で
詳
し
い
説
明
が

必
要
で
は
な
い
か
。

社
会
教
育
課
長
　
　
囲
碁
会

館
前
の
駐
車
場
か
ら
女
満

別
中
央
病
院
ま
で
、
伝
承

館
の
並
び
の
敷
地
は
１
つ

の
大
き
な
地
番
に
な
っ
て

い
る
。
樹
木
も
敷
地
内
に

あ
り
、
今
も
一
体
的
に
管

理
し
て
い
る
。
そ
こ
の
部

分
を
含
め
て
、
管
理
ス
ペ

ー
ス
に
盛
り
込
ん
だ
。

【「
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町

村
計
画
」に
４
事
業
を
追
加
】

過
疎
地
域
の
自
立
促
進
、

住
民
福
祉
向
上
な
ど
を
目
的

と
し
た
「
過
疎
地
域
自
立
促

進
特
別
措
置
法
」
に
基
づ
く

市
町
村
計
画
に
、
次
の
４
事

業
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

①
道
路
改
良
舗
装
事
業

（
東
藻
琴
７
号
線
）

②
防
災
無
線
整
備
事
業

（
老
朽
化
に
よ
り
更
新
）

社
会
教
育
課
長

小
島
議
員

質
疑
と
答
弁

（
女
満
別
伝
承
館
関
係
）

町
の
職
員
定
数
が
減
員
に
！
　

条
例
で
定
め
る
町
の
職
員

定
数
が
、
平
成
24
年
４
月
１

日
か
ら
１
７
０
人
⇒
１
５
０

人
へ
減
員
さ
れ
ま
し
た
。

【「
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」

を
見
直
し
】

昨
年
３
月
に
網
走
市
と
締

結
し
た
「
定
住
自
立
圏
形
成

協
定
」
に
基
づ
く
相
互
取
組

の
充
実
を
図
る
た
め
、
協
定

内
容
と
し
て
次
の
３
項
目
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

①
防
災
体
制
の
強
化

②
地
場
産
業
の
振
興

③
定
住
自
立
圏
域
へ
の
交

流
人
口
拡
大
の
た
め
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

関
す
る
圏
域
内
外
へ
の

情
報
発
信
、
情
報
共
有

本
町
と
網
走
市
と
が
相
互

に
役
割
分
担
し
、
取
組
の
充

実
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

【「
指
定
管
理
者
」
を
指
定
】

民
間
事
業
者
な
ど
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
や
管
理
経
費
削
減
の

た
め
、
町
の
施
設
を
管
理
運

営
す
る
指
定
管
理
者
を
指
定

し
ま
し
た
。

③
高
齢
者
福
祉
施
設
整
備

事
業
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
）

④
東
藻
琴
中
学
校
大
規
模

改
修
事
業

本
計
画
に
記
載
さ
れ
る
事

業
は
、
条
件
が
有
利
な
「
過

疎
対
策
事
業
債
」
を
借
り
入

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
職
員
給
与
を
見
直
し
】

50
歳
代
の
職
員
給
与
が
民

間
給
与
を
上
回
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
該
当
す
る
町

職
員
の
給
与
額
が
見
直
さ
れ

ま
す
（
減
額
）。

【
事
業
財
源
確
保
の
た
め
に
】

地
域
農
業
の
振
興
な
ど
を

目
的
と
し
た
「
国
営
美
女
地

区
か
ん
が
い
排
水
事
業
」
の

町
負
担
額
の
支
払
い
の
た
め
、

「
国
営
美
女
地
区
か
ん
が
い

排
水
事
業
基
金
条
例
」
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

本
基
金
に
積
み
立
て
（
貯

金
）し
て
、後
年
度
の
負
担
に

備
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

【
芝
桜
公
園
の
管
理
施
設
を

追
加
】

藻
琴
山
温
泉
芝
桜
公
園
施

設
内
に
整
備
し
た
「
温
室

（
イ
チ
ゴ
栽
培
ハ
ウ
ス
）」
が
、

藻
琴
山
温
泉
芝
桜
公
園
条
例

に
公
園
内
の
施
設
と
し
て
追

加
さ
れ
ま
し
た
。

①
対
象
業
種
に
太
陽
光
、

風
力
や
氷
雪
な
ど
「
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
供
給

施
設
」
を
追
加

②
工
場
で
の
製
造
、
加
工

や
修
理
の
た
め
に
借
り

上
げ
る
機
械
の
賃
借
料

に
対
す
る
助
成

③
事
業
所
新
設
・
増
設
へ

の
投
資
規
模
が
一
定
額

以
上
の
場
合
、
助
成
期

間
を
延
長

④
本
町
内
に
進
出
す
る
、

東
日
本
大
震
災
で
の
被

災
事
業
所
へ
の
助
成

【
東
藻
琴
弓
道
場
を
町
の
体

育
施
設
に
】

こ
れ
ま
で
東
藻
琴
高
校
の

施
設
と
し
て
管
理
し
て
い
た

弓
道
場
を
現
状
に
あ
わ
せ
、

条
例
に
規
定
し
て
町
の
体
育

施
設
と
し
て
管
理
す
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。

【
町
内
の
産
業
振
興
・
雇
用

機
会
創
出
の
た
め
に
】

企
業
誘
致
促
進
・
誘
致
企

業
へ
の
支
援
拡
充
の
た
め
の

助
成
措
置
に
、
次
の
内
容
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。
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町民主体の自治を目指して 

「自治体の憲法」とも呼ばれる 
　　「自治基本条例」が提案される 

⇒

芝桜公園温室内の様子



●強い農業づくり事業補助金 ＋1,625万円 
　（国の４次補正） 
　 
●農業体質強化基盤整備促進事業補助金 
　（国の４次補正） +１億8,420万円 
 
　 
●開陽中央線道路整備事業交付金 △3,445万円 
　 
●町税（個人） +1,796万円 
　（給与所得の伸び等による増） 
　 
●たばこ税 ＋1,224万円 
　（増税の影響による消費減が小幅） 
　 
●農業基盤整備事業分担金 △1,533万円 
　（東日本大震災の影響による事業費減） 
　 
●子ども手当交付金 △2,270万円 
　（制度改正による減） 
　 
●学校施設環境改善交付金 +1,375万円 
　（女満別小学校建設工事交付金再配分追加） 
　 
●備荒資金組合災害支消金 △3,060万円 
　（今回の補正により支消金受入れ不要に） 
　 
●障害者福祉施設整備事業債（借入金） 
　（事業費確定による減） △90万円 
　 
●公有林整備事業債（借入金） △220万円 
　（事業費確定による減） 

●強い農業づくり事業補助金 +1,625万円 
　（国の４次補正。農業者が整備する野菜収出荷貯蔵施設への補助） 　 
●農業体質強化基盤整備促進事業補助金 
　（国の４次補正。農地排水対策への定額補助） 
 ＋１億8,945万円 　 
●開陽中央線道路整備事業 △5,030万円 
　（社会資本整備総合交付金配分大幅減） 　 
●公共施設等整備基金積立金（預金） +5,479万円 　 
●東日本大震災支援対策事業 △122万円 　 
●子ども手当扶助 △2,322万円 
　（制度改正等による減） 　 
●任意予防接種助成金 △300万円 
　（子宮頸がん、Hibワクチン、肺炎球菌ワクチン等の接種見込減） 　 
●一般廃棄物最終処分場焼却炉解体工事 
　（ダイオキシン分析調査による事業費抑制 
　 及び入札執行残） △1,626万円 　 
●都市公園管理委託料 △629万円 　 
●住宅リフォーム補助金 △847万円 
　（申請取り下げ等による減） 　 
●北海道市町村備荒資金組合納付金 
　（今後の災害対策のために追加） +7,000万円 　 
●女満別小学校建設工事 △4,445万円 
　（設計単価減及び入札執行残） 　 
●地方債(借入金)利子償還金 △978万円 
　（借入金利の低減） 

【歳入】 【歳出】 

《一般会計補正予算の主な内容》 

◆国民健康保険事業特別会計：予算総額 1,783万円減の11億8,877万円 
◆後期高齢者医療特別会計：予算総額 8万円減の9,053万円 
◆介護保険事業勘定特別会計：予算総額 1,276万円減の6億3,164万円 
◆介護サービス事業勘定特別会計：予算総額 4万円減の847万円 

◆簡易水道事業特別会計：予算総額 5,126万円減の3億5,562万円 
◆下水道事業特別会計：予算総額 1,721万円減の3億2,966万円 
◆個別排水処理事業特別会計：予算総額 61万円減の2,880万円 

◆一般会計：予算総額1,891万円増の77億8,668万円 

 

一 口 メ モ  一 口 メ モ  一 口 メ モ  

　「地域の自主性及び自立性を高めるための改

革の推進を図るための関係法律の整備に関する

法律」のことで、平成23年５月２日に第１次と

して、８月30日に第２次として公布されました。 

　多くの法律を一括して改正し、地方自治体の

自主性強化、自由度拡大のため、義務づけや枠

づけ、特に施設設置管理などでは、従来国が定

めていた基準のいくつかが地方自治体の条例で

規定されるなどといった見直しがされます。 

（※1） 
地域主権改革一括法 

【本定例会での補正予算概要】 
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【
義
務
づ
け
・
枠
づ
け
の
見

直
し
に
よ
る
変
更
】

国
が
示
し
た
地
域
主
権
改

革
一
括
法
（
※
）
に
関
連
し

て
、
次
の
点
が
変
更
さ
れ
ま

し
た
。

①
公
民
館
、
東
藻
琴
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、

東
藻
琴
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
の
各
運
営
審
議
会

を
廃
止

②
図
書
館
運
営
協
議
会
を

「
図
書
館
協
議
会
」
に

改
め
る
。

③
社
会
教
育
委
員
、
図
書

館
協
議
会
委
員
委
嘱
基

準
の
見
直
し

④
公
営
住
宅
法
改
正
の
た

め
、
同
法
か
ら
の
町
営

住
宅
条
例
引
用
条
文
修

正
公
営
住
宅
法
の
入
居

資
格
要
件
か
ら
同
居
親

族
が
撤
廃
さ
れ
た
が
、

本
町
は
引
続
き
条
例
に

規
定
し
、
対
応
。

⇒



一 口 メ モ  一 口 メ モ  

〔
障
害
者
福
祉
施
設
整
備
事
業
債
〕

障
害
者
福
祉

施
設
整
備
事
業
債
の
元
金

返
済
が
据
え
置
か
れ
る
５

年
間
の
利
子
は
ど
の
く
ら

い
で
、
返
済
総
額
は
ど
の

程
度
に
な
る
の
か
。

借
り
入
れ
る

利
息
を
２
％
前
後
で
想
定

し
て
い
る
。
２
％
と
す
る

と
、
５
年
の
据
置
期
間
で

の
利
子
が
３
８
４
万
円
程

度
、
返
済
期
間
30
年
だ
と
、

元
金
の
ほ
か
に
１，

３
０

０
万
円
程
度
が
利
子
負
担

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

〔
公
有
林
整
備
事
業
債
〕

返
済
期
間
が

40
年
以
内
、
元
金
の
返
済

が
25
年
据
え
置
か
れ
る
が
、

据
置
期
間
の
利
子
総
額
と
、

元
利
返
済
総
額
は
、
ど
の

程
度
に
な
る
の
か
。

借
り
入
れ
利

息
を
２
％
と
す
る
と
、
25

年
の
据
置
期
間
で
３
１
５

万
円
ほ
ど
の
利
息
に
な
る
。

返
済
期
間
の
総
額
で
は
、

元
金
の
ほ
か
に
約
４
０
０

万
円
の
利
息
が
発
生
す
る

見
込
み
。

〔
地
方
債
利
子
償
還
金
〕

減
額
の
要
因

を
お
聞
き
し
た
い
。

平
成
22
年
度

の
借
入
金
に
か
か
る
利
息

が
、見
込
み
よ
り
低
か
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

〔
東
日
本
大
震
災
支
援
対
策
事
業
〕

30
％
程
度
の

減
額
補
正
と
な
っ
た
理
由

は
。

被
災
地
へ
の

職
員
支
援
経
費
と
し
て
見

込
ん
で
い
た
旅
費
と
、
福

島
県
の
ほ
う
か
ら
本
町
の

町
営
住
宅
に
入
居
さ
れ
た

方
の
家
電
製
品
等
借
上
料

が
、
見
込
み
よ
り
多
く
余

っ
た
こ
と
に
よ
る
。

〔
都
市
公
園
管
理
委
託
料
〕

委
託
料
の
減

額
要
因
は
。

入
札
価
格
が

低
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
執

行
残
額
で
あ
る
。

〔
東
藻
琴
中
学
校
大
規
模
改

修
事
業
〕

総
務
文
教
厚

生
常
任
委
員
会
で
、
説
明

を
受
け
た
記
憶
が
一
切
な

い
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

ど
う
お
考
え
か
。

学
校
や
保
護
者

と
協
議
を
重
ね
て
き
た
が
、

中
間
で
常
任
委
員
会
へ
説

明
を
す
る
べ
き
だ
っ
た
と

反
省
し
て
い
る
。
新
年
度

で
具
体
的
工
事
に
着
手
し

た
い
。
実
施
設
計
の
内
容

を
常
任
委
員
会
に
説
明
す

る
機
会
を
設
け
た
い
。

【
各
委
員
の
選
任
に
同
意
し

ま
し
た
】

〔
教
育
委
員
会
委
員
〕

（
予
定
任
期：

平
成
24
年
６
月
12
日
〜

平
成
28
年
６
月
11
日
）

〔
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
〕

（
予
定
任
期：

平
成
24
年
６
月
12
日
〜

平
成
27
年
６
月
11
日
）
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総
務
課
長

品
田
議
員

総
務
課
長

品
田
議
員

建
設
課
長

品
田
議
員

品
田
議
員

総
務
課
長

品
田
議
員

総
務
課
長

教
育
長

品
田
議
員

質
疑
と
答
弁

（
補
正
予
算
関
係
）

●
議
会
に
設
置
す
る
各
委
員

会
で
、
議
会
閉
会
中
も
継

続
し
て
所
管
す
る
課
題
な

ど
の
審
査
、
調
査
等
を
行

う
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

●
懸
案
事
項
促
進
に
向
け
て
、

必
要
の
都
度
、
議
長
の
命

に
よ
り
、
議
員
を
派
遣
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

●
国
に
対
し
て
要
望
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
（
内
容

は
Ｐ
29
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。）。

●
町
の
出
納
状
況
な
ど
を
検

査
す
る「
例
月
出
納
検
査
」

の
結
果
が
監
査
委
員
か
ら

報
告
さ
れ
、
了
承
し
ま
し

た
。

●
平
成
23
年
３
月
８
日
に
設

置
し
た
「
定
住
自
立
圏
形

成
協
定
調
査
等
特
別
委
員

会
」
の
設
置
目
的
は
達
成

さ
れ
た
と
判
断
し
、
本
特

別
委
員
会
で
の
調
査
を
終

了
し
ま
し
た
。

定
住
自
立
圏
構
想
に
関
す
る
特
別
委
員
会
調
査
を
終
了 

田中　　一 氏
（東藻琴中央区）

藤井　清志 氏
（女満別開陽）

番場　　理 氏
（女満別西5条3丁目）

神田　靖治 氏
（東藻琴新富）

〔
特
別
委
員
会
の
調
査
結
果
報
告
要
旨
〕

定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
直
す
場
合
、
今
後

も
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
、
両
市
町
担
当
課
等
で
検
討

し
、
そ
の
経
過
は
議
会
に
も
報
告
さ
れ
る
こ
と
を
確
認

し
た
。

今
後
、
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
見
直
し
は
議
会
常
任
委
員
会

所
管
事
項
ご
と
に
説
明
を
受
け
、
定
住
自
立
圏
形
成
協

定
の
変
更
は
議
員
協
議
会
で
説
明
を
受
け
る
。

「
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実
践
を
通
し
て
、

行
政
区
域
を
越
え
た
住
民
相
互
の
利
便
性
を
高
め
る
施

策
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

議
会
提
出
案
件 

※
議
案
に
対
す
る
質
疑
・
答
弁
内
容
は
要
約
し
て
掲
載
し

て
い
ま
す
。
詳
細
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
両
地
区
図

書
館
で
閲
覧
で
き
る
「
会
議
録
」
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。



ともに支えあって暮らすことができる 
よりよい「まち」を目指して 

～平成24年度　まちの予算を審議～　（予算審査特別委員会） 

予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
の
審
議
概
要 

予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
の
審
議
概
要 

※
内
容
は
要
約
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
、
両
地
区
図
書
館
及
び
議
会 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る「
予
算
審
査
特
別
委
員
会
会
議
録
」を 

　
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。 

　平成24年第１回定例会に提案された平成24年度大空町各会計予算は、今後のまちづくりに大きく
かかわる重要な内容であることから、議会に「予算審査特別委員会」を設置して慎重に審議してい
くこととしました。 
　３月12日～14日の午前まで各課から個別に説明を受けて審議し、14日の午後からは本会議形式
で予算の全体を審議する「総括質疑」を実施しました。慎重な審議の結果、予算審査特別委員会で
は平成24年度予算を提案された内容のとおり可決するべきものと決定し、本会議で平成24年度予算
が全議員の賛成により可決されました。 
　本特別委員会の総括質疑での質疑・答弁の概要をお知らせします。 
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【
固
定
資
産
税
関
係
】

太
陽
光
発
電

装
置
は
、
償
却
資
産
の
対

象
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

土
地
、
家
屋
、

償
却
資
産
が
固
定
資
産
税

対
象
で
あ
り
、
１
月
１
日

時
点
で
事
業
用
資
産
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
れ
ば
、

そ
れ
に
限
り
課
税
対
象
に

な
る
と
思
っ
て
い
る
。

【
た
ば
こ
税
関
係
】歳出

側
で
も

た
ば
こ
税
の
収
入
に
見
合

っ
た
対
策
と
し
て
施
さ
れ

て
い
る
気
配
が
な
い
。
た

ば
こ
税
は
地
方
公
共
団
体

の
税
収
入
の
安
定
的
な
一

部
だ
と
思
う
。
そ
れ
が
ふ

え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

も
う
少
し
考
え
方
が
に
じ

み
出
て
き
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
。

歳
入
が
ふ
え
る
こ

と
は
あ
り
が
た
い
が
、
健

康
の
問
題
な
ど
、
特
定
健

診
な
ど
に
も
力
を
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
ば

こ
が
健
康
被
害
そ
の
も
の

な
の
か
な
ど
、
簡
単
に
結

論
は
出
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
最
終
的
に
は
国
全

体
で
い
ろ
ん
な
議
論
を
し

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
固
定
資
産
税
／
国
有
資
産
等

所
在
市
町
村
交
付
金
関
係
】

林
道
に
変
更

し
た
湖
畔
の
道
路
は
、
交

付
金
の
対
象
な
の
か
、
公

衆
用
道
路
と
し
て
交
付
対

象
外
な
の
か
。林

道
も
公
衆

用
道
路
扱
い
と
し
て
、
交

付
金
対
象
外
と
な
っ
て
い

る
。

歳 入 

一
般
会
計 

一
般
会
計 

副
町
長

小
島
委
員

小
島
委
員

町
長

小
島
委
員

住
民
課
長

湖畔観光線　温性植物群落周辺から林道管理されています



【
財
産
収
入
／
土
地
貸
付
料

関
係
】

年
額
の
請
求

書
を
出
さ
れ
て
い
る
か
と

思
う
。
窓
口
で
分
割
支
払

い
を
申
し
出
た
と
こ
ろ
、

断
ら
れ
た
事
例
が
あ
る
。

分
割
納
付
の
対
応
は
と
れ

な
か
っ
た
の
か
。

土
地
貸
付
契

約
上
、
年
額
請
求
に
な
っ

て
い
る
が
、
そ
う
い
う
事

案
が
あ
れ
ば
相
手
方
の
話

を
聞
き
、
対
応
す
る
よ
う

に
努
め
た
い
。

【
税
、
住
宅
使
用
料
の
滞
納

関
係
】

滞
納
は
年
々

減
っ
て
い
る
と
聞
く
が
、

そ
の
現
況
と
今
後
の
町
と

し
て
の
対
応
方
法
は
。
大

分
県
由
布
市
で
は
、
差
押

え
物
件
な
ど
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
も
っ
と
目
新
し

い
取
組
が
な
い
の
か
。

関
係
課
の
協

力
を
得
な
が
ら
徴
収
に
当

た
り
、
差
押
え
等
も
実
施

し
て
い
る
。
平
成
24
年
１

月
末
現
在
の
滞
納
状
況
は
、

町
税
が
２
２
３
件
で
６，

０
６
５
万
円
、
町
営
住
宅

等
使
用
料
が
45
件
で
１，

６
３
８
万
円
と
い
う
状
況
。

今
後
も
預
貯
金
調
査
等
を

行
い
な
が
ら
預
金
の
差
押

え
等
も
実
施
し
、
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

町
と
し
て
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
に
取
り
組
み

な
が
ら
進
め
た
い
と
考
え

て
い
る
が
、
い
ろ
い
ろ
な

い
い
方
法
な
ど
、
情
報
収

集
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

【
町
有
地
に
立
地
す
る
神
社

の
取
扱
い
関
係
】町

有
地
に
あ

る
神
社
に
つ
い
て
、
高
等

裁
判
所
の
判
決
に
よ
っ
て

賃
貸
使
用
す
る
こ
と
で
整

理
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
ど

こ
に
予
算
計
上
さ
れ
て
い

る
の
か
。

憲

法
に
違
反
す
る
神
社
の
関

係
は
、
有
償
貸
付
で
違
憲

状
態
を
解
消
で
き
る
こ
と

に
な
っ
た
。
最
終
的
に
関

係
す
る
自
治
会
と
協
議
し
、

こ
と
し
の
４
月
１
日
か
ら

貸
付
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

金
額
的
に
は
数
十
円
か

ら
数
百
円
で
あ
る
が
、
平

成
24
年
度
予
算
と
し
て
は
、

計
上
さ
れ
て
い
な
い
。

【
町
債
／
臨
時
財
政
対
策
債
】

去
年
は
３
億

円
程
度
、
こ
と
し
は
２
億

円
程
度
の
予
算
で
減
少
し

て
は
い
る
が
、
こ
れ
を
今

後
発
行
せ
ず
に
財
政
運
営

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
な

い
の
か
。

臨
時
財
政
対

策
債
は
、
地
方
交
付
税
措

置
さ
れ
る
分
を
地
方
公
共

団
体
に
借
金
さ
せ
、
後
年

度
に
１
０
０
％
地
方
交
付

税
措
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

借
り
入
れ
せ
ず
と
も
予
算

の
帳
じ
り
が
合
え
ば
可
能

だ
が
、
今
の
町
の
財
政
事

情
で
は
、
借
り
入
れ
し
て

い
く
姿
勢
で
い
る
。

【
農
業
農
村
基
盤
整
備
事
業

関
係
】

事
業
者
や
受

益
者
で
あ
る
農
家
な
ど
と

事
前
に
計
画
を
練
っ
た
中

で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
予
定
な
の
か
。

本
年
度
の

国
の
４
次
補
正
予
算
で
割

り
当
て
ら
れ
た
部
分
も
あ

り
、
３
月
１
日
か
ら
受
益

者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を

行
っ
て
い
る
。
事
業
を
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
、

本
町
建
設
業
協
会
を
通
じ

て
施
工
業
者
に
調
査
内
容

に
つ
い
て
情
報
提
供
し
、

資
材
、
機
械
、
労
務
等
の

確
保
及
び
受
益
者
と
の
打

ち
合
わ
せ
に
役
立
て
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て

い
る
。

【
ジ
ェ
ッ
ト
ラ
イ
ン
さ
わ
や

か
マ
ラ
ソ
ン
大
会
・
も
こ
と

山
ふ
き
お
ろ
し
マ
ラ
ソ
ン
大

会
関
係
】

旧
町
村
時
代

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
伝

統
的
大
会
と
思
う
が
、
あ

る
会
議
の
中
で
両
地
区
を

ま
た
が
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会

を
企
画
し
て
は
ど
う
か
と

い
う
話
が
あ
っ
た
。
そ
う

い
っ
た
声
が
担
当
へ
届
い

て
い
る
の
か
。
そ
の
よ
う

な
意
見
を
ど
う
考
え
る
か
。

両
大
会

の
開
催
趣
旨
が
異
な
り
、

一
本
化
が
難
し
い
と
い
う

内
部
検
討
も
あ
る
。
大
会

趣
旨
と
今
後
の
取
り
組
み

方
を
検
討
し
な
が
ら
、
考

え
て
い
き
た
い
。
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予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
の
審
議
概
要 

歳 出 

一
般
会
計 

一
般
会
計 

総
務
課
長

産
業
課
参
事

勝
田
委
員

東
藻
琴
総
合
支
所
長

齋
藤
委
員

勝
田
委
員

品
田
委
員

近
藤
委
員

近
藤
委
員

社
会
教
育
課
長

住
民
課
長

総
務
課
長

ジェットライン
↓さわやかマラソン大会

↑もこと山ふきおろしマラソン大会
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【
特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
関
係
】

特
別
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
特
別

支
援
教
育
を
念
頭
に
置
い

て
配
置
す
る
の
か
。町

内
の

保
育
園
、
幼
稚
園
や
各
学

校
に
在
籍
し
、
何
ら
か
の

支
援
を
必
要
と
す
る
子
供

た
ち
に
対
す
る
福
祉
の
向

上
と
教
育
の
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
24

年
度
か
ら
配
置
す
る
。
業

務
内
容
と
し
て
保
育
園
等

で
の
療
育
支
援
、
保
育
園

等
か
ら
小
学
校
、
小
学
校

か
ら
中
学
校
へ
の
移
行
支

援
、
個
別
支
援
計
画
の
策

定
指
導
、
子
供
の
相
談
支

援
フ
ァ
イ
ル
作
成
、
特
別

支
援
連
携
会
議
や
就
学
指

導
委
員
会
に
関
す
る
こ
と

な
ど
に
従
事
す
る
方
を
雇

用
し
、
進
め
る
事
業
で
あ

る
。

【
備
品
購
入
費
／
放
射
能
測

定
器
関
係
】

空
気
中
の
放

射
能
を
測
定
す
る
よ
う
だ

が
、
食
材
等
へ
の
対
応
は

ど
う
す
る
の
か
。

食
品
へ
の
対

応
は
、
今
後
検
討
し
な
が

ら
考
え
た
い
。

【
異
業
種
交
流
事
業
関
係
】

将
来
的
に
異

業
種
交
流
事
業
を
ど
の
よ

う
な
形
で
進
め
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
る
の
か
。

若
者
の
自
発

的
、
自
主
的
な
活
動
に
移

行
し
て
い
く
こ
と
の
願
い

を
持
っ
て
い
る
。

【
教
育
全
般
の
総
括
と
し
て
】

品
田
委
員
　
　
教
育
委
員
会

で
は
、
学
力
向
上
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
施
策
で
臨

も
う
と
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
子
供
た
ち
へ
の

原
子
力
の
教
育
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
所
見
を
持
っ

て
臨
も
う
と
し
て
い
る
の

か
。

北
海
道
で
積
極

的
に
進
め
て
い
る
授
業

力
・
基
礎
力
ア
ッ
プ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
あ
る
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
テ
ス
ト
」
を
活
用

し
た
家
庭
学
習
で
の
定
着

や
、
平
成
23
年
度
に
は
町

と
し
て
任
期
つ
き
の
教
員

を
配
置
し
、
多
人
数
学
級

の
解
消
に
も
当
た
っ
て
き

た
。
そ
う
い
っ
た
チ
ャ
レ

ン
ジ
テ
ス
ト
な
ど
の
必
要

な
ツ
ー
ル
を
使
い
、
マ
ン

パ
ワ
ー
を
最
大
限
活
用
し

た
中
で
学
力
向
上
を
進
め

て
い
き
た
い
。

原
子
力
の
教
育
に
関
し

て
、
震
災
後
は
地
震
を
想

定
し
た
避
難
訓
練
も
実
施

し
て
い
る
。
小
学
校
等
で

は
陸
前
高
田
市
で
支
援
活

動
を
行
っ
た
町
職
員
か
ら

現
地
の
状
況
な
ど
を
聞
き
、

子
供
た
ち
も
真
剣
に
学
ん

で
い
た
。
今
後
も
被
災
地

支
援
は
継
続
す
る
た
め
、

情
報
と
し
て
子
供
た
ち
に

伝
え
な
が
ら
防
災
教
育
の

向
上
を
目
指
し
た
い
。

【
各
長
寿
命
化
計
画
関
係
】

公
営
住
宅
、

橋
り
ょ
う
、
都
市
公
園
な

ど
の
長
寿
命
化
計
画
を
順

次
立
て
て
い
く
中
で
、
早

期
着
手
が
必
要
、
不
要
と

い
っ
た
よ
う
な
調
整
を
ど

の
よ
う
に
考
え
、
今
後
進

め
て
い
く
の
か
。

公
営
住
宅
長

寿
命
化
計
画
は
平
成
23
年

度
に
計
画
を
作
成
し
て
お

り
、
平
成
24
年
度
予
算
で

は
住
宅
建
設
等
の
予
算
を

計
上
し
て
い
る
。

橋
り
ょ
う
に
関
し
て
は

平
成
23
年
度
、
24
年
度
に

全
橋
り
ょ
う
の
調
査
を
実

施
し
、
平
成
25
年
度
に
長

寿
命
化
計
画
を
作
成
し
て

い
く
予
定
。

都
市
公
園
に
関
し
て
は

平
成
24
年
度
に
計
画
を
策

定
し
、
ど
の
よ
う
に
公
園

内
施
設
の
計
画
的
改
築
、

更
新
を
し
て
い
く
か
検
討

す
る
。

【
女
満
別
小
学
校
建
設
・
東

藻
琴
中
学
校
大
規
模
改
修
工

事
関
係
】

小
島
委
員
　
　
女
満
別
小
学

校
新
築
、
屋
体
等
工
事
に

関
し
、
幅
広
く
地
元
に
仕

事
が
お
り
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
の
資
料
要
求
を

し
た
と
こ
ろ
、
必
ず
し
も

そ
う
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

平
成
24
年
度
の
建
設
工
事
、

改
修
工
事
に
当
た
っ
て
の

考
え
方
は
。
行
政
と
し
て
、

公
正
な
判
断
か
つ
地
域
経

済
を
考
慮
し
た
基
本
姿
勢

が
必
要
で
は
な
い
か
。

学
校
管
理
課
長
　
　
発
注
時

の
仕
様
書
に
、
特
記
事
項

と
し
て
地
元
企
業
活
用
に

関
す
る
内
容
の
文
章
を
載

せ
る
予
定
だ
が
、
そ
の
参

加
率
ま
で
の
記
載
は
で
き

な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

教
育
委
員
会
だ

け
に
か
か
わ
る
こ
と
で
は

な
い
。
地
元
の
育
成
と
い

う
観
点
か
ら
、
十
分
配
慮

し
て
対
応
し
た
い
。

中
堀
委
員

住
民
課
長

品
田
委
員

教
育
長

齋
藤
委
員

産
業
課
長

松
田
委
員

学
校
管
理
課
長

品
田
委
員

建
設
課
長

小
島
委
員

学
校
管
理
課
長

被災地支援活動の様子を熱心に聞く子どもたち（女満別小学校）

副
町
長



【
女
満
別
湿
性
植
物
群
落
調

査
委
託
料
】

単
年
度
事
業

と
思
っ
て
い
た
が
、
平
成

25
年
度
も
実
施
予
定
と
の

こ
と
で
あ
る
。
２
カ
年
度

に
わ
た
っ
て
実
施
す
る
意

味
が
あ
る
の
か
。

社
会
教
育
課
長
　
　
確
か
に

１
年
で
調
査
が
完
了
す
る

こ
と
が
正
解
で
は
あ
る
が
、

１
年
で
調
査
結
果
が
で
る

か
ど
う
か
、
打
合
せ
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

【
地
域
自
治
振
興
事
業
／
旅

費
関
係
】

勝
田
委
員
　
　
町
長
の
海
外

研
修
等
を
考
え
て
予
算
化

し
て
い
る
の
か
。
国
立
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
が
、
20
年
後
か
ら
25
年

後
に
は
人
口
が
１
億
人
を

き
る
と
い
う
将
来
予
測
を

出
し
て
い
る
。
先
が
大
体

見
え
る
よ
う
な
ら
、
日
本

の
人
口
動
態
に
似
た
よ
う

な
国
な
ど
を
視
察
し
て
く

る
こ
と
で
、
先
に
施
策
を

打
て
る
の
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長
　
　
海
外
研
修
を

予
定
し
た
予
算
は
、
計
上

し
て
い
な
い
。

町
長
　
　
質
疑
の
趣
旨
は
十

分
理
解
し
、
平
成
23
年
度

も
取
り
組
ん
で
き
た
つ
も

り
で
あ
る
。
そ
う
い
う
姿

勢
を
も
っ
て
、
平
成
24
年

度
も
臨
ん
で
い
き
た
い
。

副
町
長
　
　
首
長
と
し
て
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
機
会

に
い
ろ
い
ろ
な
研
修
に
出

て
い
た
だ
く
よ
う
配
慮
す

る
。

介
護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

【
見
守
り
ネ
ッ
ト
事
業
関
係
】

近
藤
委
員
　
　
孤
立
死
や
孤

独
死
に
関
す
る
事
件
が
ふ

え
、
耳
に
す
る
機
会
が
多

く
な
っ
た
。
町
内
の
民
間

事
業
者
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

に
関
係
す
る
方
々
と
の
連

携
な
ど
、
孤
立
死
防
止
を

図
っ
て
い
く
上
で
、
本
町

の
可
能
性
を
ど
の
よ
う
に

お
考
え
か
。

ま
た
、
本
町
の
規
模
で

は
一
定
の
地
域
内
、
自
治

会
ご
と
の
取
り
組
み
方
が

あ
っ
て
も
い
い
と
思
う
。

自
治
会
活
動
と
し
て
支
援

し
て
い
く
部
分
に
値
す
る

こ
と
か
と
思
う
が
、
お
考

え
は
。

福
祉
課
長
　
　
郵
便
局
、
新

聞
配
達
、
水
道
検
針
、
町

広
報
誌
の
配
達
な
ど
、
そ

う
い
っ
た
機
会
を
利
用
し

た
情
報
収
集
の
取
組
に
つ

い
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

昨
年
、
東
藻
琴
で
も
孤

立
死
の
事
例
が
あ
っ
た
。

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
の
中
で
も
再
度
の
確
認

を
お
願
い
し
な
が
ら
進
め

て
い
る
。

町
長
　
　
平
成
23
年
度
か
ら

自
治
会
の
活
動
支
援
交
付

金
を
交
付
し
て
い
る
。
そ

の
中
で
高
齢
者
自
宅
訪
問

や
高
齢
者
の
集
ま
る
機
会

を
つ
く
る
な
ど
、
そ
う
い

っ
た
部
分
に
も
活
用
い
た

だ
き
た
い
。

大
勢
の
方
々
が
、
か
か

わ
り
を
持
っ
て
初
め
て
孤

立
死
の
可
能
性
を
限
り
な

く
ゼ
ロ
に
近
づ
け
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
。
皆
様
方

の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
努
力
し
た
い
。

総
括
質
疑

【
東
日
本
大
震
災
支
援
関
係
】

松
田
委
員
　
　
被
災
地
支
援

を
継
続
的
に
行
っ
て
い
こ

う
と
す
る
中
で
、
こ
こ
数

日
、
報
道
で
被
災
地
の
瓦

れ
き
処
理
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
る
が
、
町

は
ど
う
い
っ
た
情
報
を
得

て
い
る
の
か
。

住
民
課
長
　
　
国
の
動
向
と

し
て
、
瓦
れ
き
広
域
処
理

の
た
め
、
全
都
道
府
県
に

文
書
で
受
入
れ
要
請
を
行

う
こ
と
、
受
入
れ
市
町
村

に
対
す
る
追
加
支
援
策
と

し
て
、
放
射
線
量
の
測
定

や
住
民
説
明
会
の
開
催
等

に
要
す
る
経
費
を
全
額
国

が
負
担
す
る
な
ど
の
報
道

が
さ
れ
て
い
る
。

北
海
道
で
は
、
受
け
入

れ
る
市
町
村
が
あ
れ
ば
、

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
濃
度

の
安
全
基
準
を
個
別
に
設

定
す
る
な
ど
し
た
基
本
方

針
を
ま
と
め
て
い
る
よ
う

だ
が
、
そ
の
基
準
は
市
町

村
に
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。

町
長
　
　
放
射
能
量
、
瓦
れ

き
の
分
別
状
況
、
安
全
数

値
の
基
準
や
国
の
支
援
経

費
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
報
道

さ
れ
て
い
る
が
、
町
と
し

て
具
体
的
に
入
手
し
て
い

る
情
報
が
な
い
。
情
報
が

入
れ
ば
、
そ
の
状
況
に
よ

っ
て
対
応
可
能
か
ど
う
か

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

職
員
に
対
し
、
放
射
能

の
こ
と
は
別
に
し
て
、
焼

却
量
、
焼
却
可
能
な
物
、

埋
め
立
て
処
分
場
の
利
用

可
能
期
間
な
ど
、
物
理
的

な
こ
と
を
事
前
に
把
握
す

る
よ
う
指
示
し
た
。
今
後
、

国
や
北
海
道
か
ら
詳
細
な

情
報
が
入
れ
ば
、
報
告
し

て
い
き
た
い
。
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小
島
委
員

社
会
教
育
課
長

副
町
長

勝
田
委
員

近
藤
委
員

総
務
課
長

松
田
委
員

住
民
課
長

町
長

福
祉
課
長

町
長

町
長

介
護
保
険
事
業 

勘
定
特
別
会
計 

介
護
保
険
事
業 

勘
定
特
別
会
計 

総
括
質
疑 

総
括
質
疑 

被災地支援活動の様子
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【
女
満
別
湖
畔
休
憩
所
関
係
】

小
島
委
員
　
　
湖
畔
休
憩
所

等
の
関
係
は
、
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

産
業
課
長
　
　
北
海
道
か
ら

大
空
町
に
施
設
を
移
管
し

た
い
と
い
う
方
向
が
出
た
。

湖
畔
の
園
地
整
備
は
市
町

村
が
補
助
先
に
な
る
こ
と

が
で
き
ず
、
北
海
道
が
補

助
先
に
な
っ
て
整
備
し
、

そ
の
ま
ま
の
状
態
が
続
い

て
き
た
が
、
今
回
整
理
さ

せ
て
い
た
だ
く
。
移
管
後

は
園
地
の
条
例
等
を
整
備

し
て
適
正
に
管
理
し
て
い

き
た
い
。

町
長
　
　
平
成
24
年
度
に
向

け
て
無
償
譲
渡
す
る
話
が

き
て
い
る
が
、
そ
の
話
を

聞
い
た
時
点
で
は
平
成
24

年
度
予
算
が
か
た
ま
っ
て

お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
費

を
計
上
で
き
な
か
っ
た
。

今
後
ど
う
い
う
形
で
管
理

し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と

も
あ
る
が
、
現
在
そ
の
部

分
を
管
理
い
た
だ
い
て
い

る
団
体
な
ど
町
と
の
関
係

を
改
め
て
、
い
ろ
い
ろ
な

視
点
か
ら
見
直
し
て
、
き

ち
っ
と
し
た
形
に
し
て
い

き
た
い
。

【
商
工
会
・
観
光
協
会
補
助

金
関
係
】

小
島
委
員
　
　
商
工
会
補
助

金
の
中
の
商
店
会
人
件
費

分
八
十
数
万
円
は
減
額
し
、

め
ま
ん
べ
つ
観
光
協
会
も

同
様
に
人
件
費
の
不
適
切

経
理
処
理
等
々
が
あ
っ
て
、

そ
ち
ら
は
指
導
に
と
ど
め

る
と
い
う
の
は
公
平
さ
に

欠
け
る
。
交
通
整
理
を
要

す
る
と
思
っ
て
お
り
、
そ

の
点
に
つ
い
て
踏
み
込
ん

だ
お
答
え
を
い
た
だ
き
た

い
。特

定
の
団
体
に
偏
っ
た

考
え
方
が
生
ま
れ
る
よ
う

な
下
地
を
つ
く
っ
た
こ
と

は
、
い
け
な
い
の
で
は
な

い
か
。

産
業
課
長
　
　
商
工
会
と
め

ま
ん
べ
つ
観
光
協
会
と
の

補
助
金
は
、
少
し
異
な
る

と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い

る
。
商
工
会
の
関
係
は
そ

ら
っ
き
ー
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
移
行
時
点
で
、
人
件
費

的
な
も
の
が
処
理
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
整

理
し
た
。

め
ま
ん
べ
つ
観
光
協
会

の
人
件
費
は
、
昨
年
事
務

検
査
を
行
い
、
指
摘
し
た
。

平
成
23
年
度
か
ら
き
ち
っ

と
し
た
形
で
の
決
算
を
申

し
入
れ
、
文
書
通
知
も
行

っ
た
。
適
正
な
支
出
を
観

光
協
会
と
約
束
し
た
。

町
長
　
　
補
助
金
の
適
正
な

活
用
指
導
に
つ
い
て
な
ど

ご
指
摘
の
部
分
は
、
町
と

し
て
も
努
力
を
重
ね
て
い

る
。
一
遍
に
す
べ
て
と
い

う
ス
ピ
ー
ド
感
か
ら
い
え

ば
、
ほ
ど
遠
い
部
分
も
あ

る
か
と
思
う
が
、
着
実
に

改
善
に
向
け
て
努
力
し
た

い
。

【
指
定
管
理
者
制
度
関
係
】

深
川
委
員
　
　
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
し
て
管
理
運

営
し
て
い
る
施
設
で
の
問

題
点
や
事
故
等
の
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
な
ど
、
現
行
で

ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ

て
い
る
の
か
。

総
務
課
参
事
　
　
指
定
管
理

を
受
け
る
際
の
申
請
書
に
、

問
題
点
が
発
生
し
た
場
合

な
ど
の
連
絡
体
制
の
組
織

図
を
つ
け
、
共
通
書
式
と

し
た
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な

問
題
解
決
に
当
た
っ
て
い

る
。

町
長
　
　
民
間
の
皆
さ
ん
が

お
持
ち
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
、
対
処
時
の
ス
ピ
ー

ド
感
を
期
待
し
て
お
願
い

し
て
い
る
が
、
町
民
の

方
々
か
ら
は
責
任
の
所
在

や
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
の
対

応
と
い
っ
た
部
分
で
、
ま

だ
な
じ
ま
れ
て
い
な
い
部

分
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

今
ま
で
は
職
員
側
の
視
点

し
か
な
か
っ
た
も
の
が
、

両
者
に
よ
っ
て
補
完
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
話
し

て
い
る
。
お
互
い
が
補
完

す
る
と
い
う
立
場
、
役
割

を
も
う
一
度
見
直
し
な
が

ら
、
管
理
す
る
施
設
が
よ

り
よ
く
町
民
の
方
々
に
サ

ー
ビ
ス
提
供
で
き
る
も
の

に
な
る
よ
う
努
力
し
、
考

え
て
行
動
し
た
い
。

小
島
委
員

小
島
委
員

産
業
課
長

町
長

産
業
課
長

町
長

深
川
委
員

総
務
課
参
事

町
長

湖畔休憩所
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【
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
】

植
田
委
員
　
　
以
前
、
農
協

青
年
部
で
永
六
輔
氏
を
招

き
、
講
演
い
た
だ
い
た
。

そ
の
中
で
、
町
を
元
気
に

す
る
に
は
「
お
ば
ち
ゃ
ん
」

の
力
が
一
番
大
事
と
言
わ

れ
て
い
た
。
東
藻
琴
に
地

域
振
興
施
設
建
設
の
計
画

が
あ
る
が
、
そ
れ
を
お
ば

ち
ゃ
ん
た
ち
の
力
で
盛
り

上
げ
、
東
藻
琴
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
政
策
が
今
後

あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
。

ま
た
、
団
塊
の
世
代
の
人

口
が
多
く
、
そ
れ
を
町
行

政
に
組
み
入
れ
て
役
立
て

て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長
　

ま
ち
づ
く
り
の
中

で
、
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
の
と

こ
ろ
に
光
を
当
て
る
発
想

を
持
っ
て
い
る
の
が
、
女

性
の
方
々
で
は
な
い
か
。

そ
の
意
見
や
行
動
力
を
ま

ち
づ
く
り
に
反
映
で
き
る

よ
う
に
努
力
し
た
い
。

昨
年
度
開
設
し
た
創
年

講
座
へ
地
域
参
加
支
援
を

目
的
の
一
つ
に
付
加
し
、

自
分
た
ち
の
趣
味
だ
け
で

終
わ
ら
せ
ず
、
地
域
参
加

支
援
を
す
る
活
動
に
結
び

つ
け
て
い
き
た
い
。
皆
さ

ん
の
力
を
い
た
だ
い
て
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。
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植
田
委
員

町
長

町民皆さんの力でキラリと光るまちづくりを！



安
全
・
安
心
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
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平成24年第１回定例会
では、３人の議員から町
の施策などに関する一
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自
分
自
身
を
守
る
た

め
の
防
災
グ
ッ
ズ
は
、
町

内
商
店
で
の
取
扱
い
が
少

な
い
。
町
と
し
て
町
民
に

対
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
備
え
て
用
意
す
る
よ
う

に
喚
起
す
る
お
考
え
は
。

平
成
20
年
に
配
布
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
み
ん

な
で
創
る
防
災
の
ま
ち
」

に
、
非
常
時
の
持
ち
出
し

用
品
の
一
例
を
掲
載
し
て

い
る
。
平
成
24
年
度
に
防

災
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
周
知
の
一

環
と
し
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
つ
く
る
予
定
。
毎
年
発

行
し
て
い
る
「
せ
い
か

つ
・
あ
ん
し
ん
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
」
の
活
用
も
検
討
す

る
べ
き
と
い
う
話
も
出
て

い
る
。
毎
年
実
施
し
て
い

る
防
災
訓
練
で
は
非
常
持

ち
出
し
袋
を
提
示
し
て
お

り
、
今
後
、
懇
談
会
の
場

な
ど
で
皆
さ
ん
に
Ｐ
Ｒ
す

る
方
法
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
。忘

れ
た
こ
ろ
に
や
っ

て
来
る
の
が
災
害
で
あ
る
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
で
喚
起

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

れ
が
届
い
た
と
き
だ
け
見

て
、
こ
こ
は
安
全
だ
か
ら

と
、
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
。

絵
だ
け
で
も
結
構
で
あ

る
。
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
の

中
に
１
日
、
２
日
し
の
げ

る
よ
う
な
用
品
、
食
料
な

ど
を
い
れ
て
お
く
こ
と
を
、

例
え
ば
役
場
の
玄
関
な
ど

で
示
す
よ
う
な
こ
と
も
必

要
で
は
な
い
か
。

日
常
の
身
の
回
り
の

備
え
は
、
町
民
皆
さ
ん
み

ず
か
ら
で
お
願
い
し
た
い
。

そ
の
例
示
を
、
防
災
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
に
示
す
こ
と
も

一
つ
の
方
法
。
毎
年
発
行

し
て
い
る
「
せ
い
か
つ
・

あ
ん
し
ん
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

の
中
に
も
掲
載
し
、
皆
さ

ん
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と

が
大
切
と
考
え
て
い
る
。

懇
談
会
な
ど
に
も
持
ち

込
ん
で
、
直
接
見
て
い
た

だ
く
こ
と
も
必
要
と
考
え

る
が
、
役
場
の
玄
関
や
ロ

ビ
ー
な
ど
で
は
、
役
場
へ

は
用
事
が
あ
っ
て
来
る
方

が
多
く
、
あ
ま
り
見
ら
れ

な
い
の
で
は
な
い
か
。

今
ま
で
災
害
は
多
く
な

か
っ
た
が
、
昨
年
の
震
災

の
教
訓
か
ら
、
い
つ
何
が

あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い

と
い
う
認
識
に
立
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
含
め
て
努
力
し
た
い
。

町
内
に
あ
る
公
共
建

造
物
の
耐
震
化
測
定
は
、

ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
の

か
。

公
共
施
設
３
８
４
棟

の
う
ち
耐
震
性
が
確
認
さ

れ
て
い
る
の
が
２
８
１
棟
、

耐
震
化
率
は
73
・
２
％
で

あ
る
。
約
３
割
あ
る
耐
震

化
が
不
明
の
公
共
施
設
の

多
く
は
、
町
営
住
宅
、
教

職
員
住
宅
、
町
民
会
館
な

ど
に
多
い
。
今
す
ぐ
に
す

べ
て
の
耐
震
性
を
確
認
し
、

耐
震
化
を
図
る
ま
で
は
至

ら
な
い
。
今
後
計
画
的
に

解
体
、
建
て
か
え
、
補
強

な
ど
を
進
め
て
い
き
た
い
。

公
共
施
設
は
町
が
常

に
点
検
し
、
安
全
に
、
安

防
災
対
策
に
つ
い
て中

　
堀
　
君
　
子
議
員

い
ざ
と
い
う
と
き
の

備
え
を
喚
起
し
て
は

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
以
外
の

対
応
も
必
要
で
は

公
共
施
設
耐
震
化
測
定

の
進
捗
状
況
は

毎年度発行される
「せいかつ・あんしんガイドブック」
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心
し
て
利
用
で
き
る
こ
と

を
望
む
。
施
設
の
安
全
性

を
い
ち
早
く
調
べ
、
大
丈

夫
だ
と
い
う
こ
と
を
町
民

に
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

町
民
の
方
々
が
不
安

を
抱
か
な
い
よ
う
、
不
安

と
思
わ
れ
る
施
設
か
ら
優

先
順
位
を
つ
け
て
計
画
的

に
耐
震
診
断
を
行
い
、
必

要
な
対
応
を
と
り
た
い
。

以
前
、
希
望
す
る
自

治
会
の
班
ご
と
に
小
さ
な

避
難
所
を
設
置
す
る
こ
と

の
お
考
え
を
お
聞
き
し
た
。

既
存
の
避
難
所
を
利
用
し

て
ほ
し
い
と
の
こ
と
だ
っ

た
が
、
年
配
の
方
が
多
く

て
歩
く
こ
と
も
ま
ま
な
ら

ず
、
近
く
に
避
難
所
が
あ

れ
ば
い
い
の
に
と
い
う
思

い
か
ら
の
質
問
だ
っ
た
。

再
度
お
考
え
を
お
聞
き
し

た
い
。現

在
避
難
所
と
し
て

指
定
し
て
い
る
45
施
設
・

54
棟
の
う
ち
、
67
％
の
36

棟
が
耐
震
性
の
あ
る
建
物

と
判
断
し
て
い
る
。
約
３

分
の
１
は
耐
震
性
の
確
認

が
十
分
と
れ
て
お
ら
ず
、

順
次
計
画
的
な
耐
震
診
断

を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

避
難
所
の
多
く
は
町
民

会
館
を
指
定
し
て
お
り
、

数
と
し
て
は
非
常
に
多
く
、

多
過
ぎ
て
管
理
運
営
が
で

き
る
の
か
と
い
っ
た
視
点

か
ら
も
、
防
災
計
画
の
中

で
検
討
し
た
い
。

今
時
点
で
避
難
所
に
指

定
し
て
い
る
部
分
は
、
防

災
計
画
の
見
直
し
の
中
で
、

災
害
の
区
分
に
応
じ
た
利

用
の
仕
方
を
こ
の
機
会
に

検
証
し
た
い
。

各
自
治
会
の
班
単
位
で

の
避
難
所
は
、
そ
の
機
能

を
し
っ
か
り
持
た
せ
る
と

い
う
意
味
か
ら
も
難
し
い

と
考
え
て
い
る
。
今
回
の

震
災
か
ら
考
え
る
と
、
限

ら
れ
た
施
設
の
中
で
皆
さ

ん
が
ま
と
ま
っ
て
過
ご
し

て
い
た
だ
き
、
そ
こ
に
し

っ
か
り
し
た
対
応
を
行
う

こ
と
が
必
要
と
判
断
し
て

い
る
。全

自
治
会
の
全
班
に

小
さ
な
避
難
所
を
つ
く
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

距
離
や
勾
配
な
ど
の
た
め
、

年
配
の
方
が
町
民
会
館
ま

で
行
く
の
が
大
変
な
と
こ

ろ
も
あ
る
こ
と
を
、
町
長

に
も
承
知
し
て
ほ
し
い
。

公
共
施
設
だ
か
ら
指

定
す
る
の
で
は
な
く
、
位

置
的
な
こ
と
も
含
め
て
配

慮
が
必
要
か
と
思
う
が
、

希
望
に
沿
っ
て
い
く
つ
も

設
置
す
る
こ
と
は
、
避
難

所
の
趣
旨
か
ら
し
て
違
う

よ
う
に
思
う
。
今
後
、
何

か
あ
っ
た
と
き
に
行
政
と

し
て
管
理
で
き
る
施
設
な

の
か
、
数
な
の
か
、
場
所

な
の
か
。
そ
れ
ら
の
こ
と

も
考
え
な
が
ら
、
指
定
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
最

終
的
に
避
難
所
と
し
て
管

理
運
営
し
や
す
く
、
町
民

皆
さ
ん
が
集
ま
り
や
す
い

か
ど
う
か
、
そ
う
い
っ
た

視
点
を
加
え
な
が
ら
、
今

後
見
直
し
作
業
の
中
で
検

討
し
た
い
。
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小
さ
な
避
難
所
を

大
変
な
方
が
い
る
こ
と

に
理
解
を

防災訓練の様子。非常持ち出し袋の一例も示されています。
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合
併
協
議
の
際
、
合

併
後
に
調
整
が
必
要
と
整

理
さ
れ
た
事
務
事
業
調
整

の
進
捗
状
況
は
。

合
併
時
に
調
整
が
必

要
だ
っ
た
事
業
は
96
項
目

あ
り
、
毎
年
行
う
内
部
調

査
の
中
で
、
昨
年
６
月
時

点
で
22
項
目
が
調
整
未
完

了
と
い
う
報
告
が
さ
れ
、

も
う
一
度
項
目
を
確
認
し

た
。
例
え
ば
両
地
域
の
市

街
地
を
結
ぶ
連
絡
道
路
の

よ
う
に
、
事
業
は
完
了
し

て
い
な
い
が
、
路
線
の
選

定
は
終
わ
り
、
着
手
済
み

で
あ
る
よ
う
な
も
の
は
調

整
作
業
と
し
て
は
終
わ
っ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

町
と
し
て
の
「
宣
言
」
な

ど
は
、
新
町
と
し
て
の
新

た
な
課
題
と
認
識
し
て
お

り
、
そ
う
い
っ
た
点
か
ら

考
え
て
、
調
整
未
済
と
さ

れ
た
22
項
目
の
ほ
と
ん
ど

は
調
整
作
業
が
進
み
、
方

向
性
が
出
て
い
る
も
の
と

思
っ
て
い
る
。

簡
易
水
道
・
下
水
道
料

金
は
、
一
本
化
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
下
で
、
具
体
的
方
針
ま

で
至
っ
て
い
な
い
。
今
後

加
速
的
に
調
整
を
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

簡
易
水
道
料
金
は
女

満
別
地
区
で
統
合
さ
れ
た

が
、
東
藻
琴
地
区
と
の
差

が
か
な
り
あ
る
。
そ
の
辺

の
難
し
さ
が
ど
う
な
の
か
。

ま
た
、
自
治
会
の
統
合
や

町
内
に
あ
る
高
校
の
考
え

方
な
ど
も
お
聞
か
せ
願
い

た
い
。今

年
度
か
ら
本
町
の

給
排
水
事
業
経
営
審
議
会

で
、
全
町
的
な
料
金
の
あ

り
方
の
議
論
を
お
願
い
し

て
い
る
。
将
来
の
安
定
供

給
、
健
全
経
営
を
考
え
る

と
、
ど
う
い
う
料
金
体
系

が
い
い
か
議
論
し
、
統
一

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

自
治
会
の
統
合
は
、
町

政
懇
談
会
で
も
話
題
に
出

て
い
た
。
戸
数
の
減
少
や

高
齢
者
率
が
高
い
自
治
会

で
は
、
活
動
も
ま
ま
な
ら

な
い
部
分
が
あ
り
、
町
と

し
て
も
統
合
を
考
え
る
必

要
は
な
い
の
か
と
い
う
質

問
も
あ
っ
た
。
自
治
会
連

合
会
と
も
協
議
し
て
い
る

が
、
直
接
そ
う
い
う
話
も

い
た
だ
い
た
の
で
、
ど
う

い
う
形
が
考
え
ら
れ
る
か
、

町
と
し
て
話
を
す
る
機
会

を
つ
く
り
た
い
。

平
成
23
年
度
に
町
内
の

高
校
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
会
議
を
立
ち
上
げ
、
議

論
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

そ
こ
で
の
考
え
方
な
ど
を

参
酌
し
な
が
ら
、
町
、
教

育
委
員
会
と
し
て
の
考
え

方
が
今
後
ま
と
ま
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
か
。

簡
易
水
道
料
金
統
一

の
将
来
的
な
考
え
方
は
。

ま
た
、
自
治
会
に
つ
い
て

は
地
区
に
よ
っ
て
お
年
寄

り
が
多
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
の
配

慮
、
高
校
に
関
し
て
は
町

内
に
２
つ
あ
る
部
分
を
、

ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ

い
か
。簡

易
水
道
事
業
は
、

基
本
的
に
皆
さ
ん
か
ら
の

使
用
料
で
運
営
し
て
い
く

こ
と
が
前
提
。
必
要
な
経

費
を
ど
の
よ
う
に
負
担
い

た
だ
く
か
、
そ
う
い
う
視

点
に
立
っ
て
議
論
し
、
最

終
的
な
方
針
を
決
定
し
た

い
。少

子
化
や
高
齢
化
が
進

む
自
治
会
の
中
で
は
、
倦

怠
感
、
閉
塞
感
が
ふ
え
て

き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て

い
る
。
町
と
し
て
も
、
い

ろ
い
ろ
な
形
を
考
え
、
皆

さ
ん
方
に
提
示
し
な
が
ら

議
論
い
た
だ
き
た
い
。

２
つ
あ
る
高
校
の
う
ち

１
校
が
道
立
、
１
校
が
町

立
で
、
一
方
は
全
日
制
で

普
通
科
、
も
う
一
方
は
定

時
制
で
職
業
科
で
あ
る
。

大
空
町
の
中
で
は
、
80
名

程
度
の
間
口
が
必
要
と
考

え
る
が
、
い
ろ
ん
な
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
議
論

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

合
併
後
に
調
整
が
必
要
な
事
務
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

齋
　
藤
　
宏
　
司
議
員

事
務
事
業
調
整
の

進
捗
状
況
は

両
地
区
の
差
を
ど
う
考

え
る
か
。

調
整
し
て
い
く
上
で
の

考
え
方
は

←女満別高校野球部の
練習風景

東藻琴高校学校祭の様子→

両校とも、さまざまな分野で
地域に根ざした取組を行って
います。
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加工・販売にも力を 

加工 加工 

本
町
に
お
け
る
農
林

漁
業
の
６
次
産
業
化
に
向

け
た
具
体
的
対
応
を
ど
の

よ
う
に
お
考
え
か
。

町
と
し
て
、
①
研
究

会
を
立
ち
上
げ
て
情
報
交

換
や
調
査
研
究
を
行
い
、

６
次
産
業
化
の
普
及
に
当

た
る
、
②
稲
城
市
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
発
信
拠

点
と
位
置
づ
け
た
販
売
促

進
の
取
組
を
（
財
）
め
ま

ん
べ
つ
産
業
開
発
公
社
へ

委
託
し
、
さ
ら
に
、
定
住

自
立
圏
形
成
協
定
を
締
結

し
た
網
走
市
と
販
路
拡
大

に
向
け
た
連
携
を
進
め
る
、

③
農
林
漁
業
者
が
６
次
産

業
化
法
の
認
定
申
請
を
行

う
際
、
６
次
産
業
化
プ
ラ

ン
ナ
ー
と
連
携
し
て
相
談

に
乗
り
、
農
林
水
産
省
等

と
連
携
し
て
申
請
を
行
う

な
ど
、
３
つ
の
柱
を
も
っ

て
６
次
産
業
化
を
応
援
し

た
い
。平

成
24
年
度
の
国
の

予
算
で
も
、
６
次
産
業
化

に
向
け
た
支
援
策
が
打
ち

出
さ
れ
て
い
る
が
、
農
家

や
人
口
が
減
る
一
方
の
中

で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
視
野
に
入

れ
な
が
ら
ど
の
よ
う
に
農

業
を
進
め
て
い
く
べ
き
か
、

町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し

た
い
。６

次
産
業
化
の
分
野

で
い
う
と
、
外
国
か
ら
の

輸
入
圧
力
を
受
け
づ
ら
い

分
野
の
作
目
等
の
生
産
が

中
心
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
６
次
産
業
化
に
取
り

組
み
な
が
ら
所
得
を
確
保

す
る
こ
と
も
、
今
後
の
農

業
展
開
で
必
要
と
思
っ
て

い
る
。

本
町
で
は
、
１
万
３，

５
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農

地
で
約
４
５
０
戸
の
農
業

者
が
営
農
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
数
を
維
持
し
な
が
ら
、

今
の
経
営
形
態
か
ら
少
し

ず
つ
新
し
い
展
望
が
見
え

る
と
こ
ろ
に
挑
戦
し
て
い

た
だ
く
、
そ
う
い
っ
た
と

こ
ろ
を
町
と
し
て
応
援
し

て
い
き
た
い
。

６
次
産
業
化
を
ど
う

い
う
形
で
推
し
進
め
る
か
。

販
路
拡
大
、
商
品
拡
大
に

つ
い
て
深
く
お
答
え
い
た

だ
き
た
い
。

め
ま
ん
べ
つ
産
業
開

発
公
社
で
の
産
品
開
発
、

販
路
開
拓
が
あ
る
程
度
軌

道
に
乗
り
、
事
業
化
が
で

き
れ
ば
、
そ
れ
を
引
き
継

い
で
い
た
だ
け
る
企
業
や

事
業
体
な
ど
に
生
産
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
販
売
ル
ー
ト
を

移
譲
す
る
こ
と
も
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。

引
き
継
い
だ
企
業
な
ど

で
さ
ら
に
販
路
拡
大
を
す

る
こ
と
が
、
全
体
の
底
上

げ
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
。
そ
う
い
っ
た
こ
と

に
も
今
後
取
り
組
み
た
い
。

そ
れ
が
農
商
工
連
携
と
い

っ
た
と
こ
ろ
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
。

農
家
と
し
て
、
加

工
・
販
売
は
弱
い
部
分
で

あ
る
。
６
次
産
業
化
の
研

究
会
に
期
待
す
る
が
、
商

品
開
発
ま
で
も
っ
て
い
け

る
よ
う
、
町
と
し
て
も
積

極
的
な
対
応
を
お
願
い
し

た
い
。６

次
産
業
化
は
、
最

終
的
に
「
も
う
か
る
」
こ

と
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
は
な

い
か
。「
も
う
か
る
」
こ

と
に
意
識
を
持
っ
て
取
り

組
み
た
い
。
そ
の
こ
と
が

結
果
的
に
６
次
産
業
化
普

及
の
近
道
に
な
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
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６
次
産
業
化
へ
の

取
組
は

販
路
・
商
品
拡
大
の

進
め
方
は

農
業
を
ど
の
よ
う
に

進
め
る
べ
き
か

町
と
し
て
積
極
的
な

対
応
を

農
林
漁
業
の

〝
６
次
産
業
化
〞
に
つ
い
て
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　「病児保育」とは、保育所に通っている子供が病気になり、保護者
が仕事を休めないときには保護者にかわって病気の子供の世話を
するという意味で使われます。また、そういった子供の保育を行う
施設を呼ぶ場合もあります。 
　「病後児保育」とは、病気は治っても本来の状態に戻っておらず、
通常の保育メニューを受けるのが難しい回復期の子供を保護者に
かわって世話をする意味で使われます。 

※１）「病児保育」と「病後児保育」 

２
０
１
５
年
を
め
ど

に
幼
稚
園
と
保
育
園
の
垣

根
を
な
く
し
た
総
合
子
ど

も
園
を
創
設
し
、
待
機
児

童
の
解
消
や
良
質
な
教

育
・
保
育
の
提
供
を
図
る

と
い
う
一
つ
の
方
向
性
を

国
が
示
し
た
。
本
町
の
幼

児
教
育
、
保
育
の
現
状
と

今
後
の
展
望
を
お
聞
き
し

た
い
。幼

稚
園
で
は
預
か
り

保
育
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
、

保
育
園
で
は
幼
児
教
育
に

も
力
を
注
い
で
い
る
。
そ

う
い
っ
た
意
味
か
ら
、
幼

稚
園
、
保
育
園
と
い
う
名

称
を
使
っ
て
い
る
が
、
幼

保
一
体
化
を
意
識
し
た
対

応
を
行
っ
て
い
る
と
考
え

る
。

夫
婦
共
働
き
世
帯

の
増
加
な
ど
の
影
響
か
ら
、

子
育
て
環
境
の
さ
ら
な
る

充
実
が
求
め
ら
れ
る
。
子

育
て
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し

て
お
り
、
本
町
に
ふ
さ
わ

し
い
子
育
て
環
境
の
整
備

充
実
を
目
指
し
た
い
。

突
発
的
で
、
特
に
緊

急
性
が
あ
る
場
合
の
一
時

預
か
り
と
、
病
児
、
病
後

の
児
童
の
取
扱
い
を
ど
の

よ
う
に
お
考
え
か
。

一
時
預
か
り
の

部
分
で
は
、
昨
年
２
月
か

ら
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
事
業
」
を
開
始
し
、
子

供
を
預
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

病
児
保
育
等
（
※
１
）
は

都
市
部
な
ど
で
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、
本
町
で
は
ま

だ
考
え
て
い
な
い
。

代
を
追
っ
て
多
様
化
し
て

お
り
、
対
応
で
き
る
よ
う

に
保
護
者
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

「
少
子
化
」
を
考
え

た
と
き
、
本
町
の
幼
稚
園
、

保
育
園
で
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
け
ば
よ
い
か
。

幼
稚
園
、保
育
園
と
い

う
使
い
分
け
を
し
て
い
る

が
、
垣
根
を
な
く
し
て
い

き
た
い
。
少
子
化
な
ど
を

考
え
る
と
、
就
学
前
の
子

供
た
ち
を
預
か
る
拠
点
と

し
て
、
両
地
区
に
１
カ
所

ず
つ
あ
る
こ
と
が
い
い
の

で
は
。
豊
住
保
育
園
と
女

満
別
幼
稚
園
を
１
つ
の
拠

点
に
、
と
い
う
こ
と
も
想

定
し
た
議
論
を
考
え
た
い
。

世
代
に
よ
っ
て
保
護

者
の
ニ
ー
ズ
も
変
わ
る
。

大
空
町
の
子
育
て
を
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
、
教
育

委
員
会
と
福
祉
担
当
と
で

議
論
す
る
べ
き
。
保
護
者

の
意
見
を
把
握
し
な
が
ら
、

子
育
て
の
推
進
を
望
む
。

子
育
て
ニ
ー
ズ
は
時

ど
の
よ
う
な
視
点
で

防
災
計
画
を
見
直
す
の
か
。

ま
た
、
震
災
に
よ
り
福
祉

避
難
所
の
確
保
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
が
、
本

町
の
考
え
方
は
。

北
海
道
が
示
し
た
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
の
津
波

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

地
震
発
生
時
に
最
大
１
メ

ー
ト
ル
程
度
の
津
波
が
女

満
別
湖
畔
な
ど
に
押
し
寄

せ
る
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、

津
波
災
害
の
規
定
を
ふ
や

し
た
い
。
想
定
震
度
や
避

難
所
な
ど
の
見
直
し
も
行

う
。生

活
援
助
員
配
置
や
要
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「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」に
つ
い
て

松
　
田
　
信
　
行
議
員

教
育
、
保
育
の
現
状
と

今
後
の
展
望
は

子
育
て
施
策
の
推
進
を

一
時
預
か
り
と
病
児
・

病
後
児
保
育
の
考
え
は

全
体
的
な
「
少
子
化
」
を

見
据
え
て

地
域
防
災
計
画
を
ど
の

よ
う
に
見
直
す
か

地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

（
町
政
執
行
方
針
か
ら
）

ニーズに応じた環境整備を。
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事
業
実
施
に
当
た
っ

て
の
経
緯
、
概
要
、
今
後

の
展
開
を
含
め
た
ね
ら
い

は
。

「
環
境
保
全
型
農
業

直
接
支
払
交
付
金
制
度
」

が
平
成
23
年
度
に
創
設
さ

れ
、
27
年
度
ま
で
を
一
区

切
り
と
し
て
実
施
さ
れ
る
。

環
境
保
全
等
を
ね
ら
い

と
す
る
が
、
作
物
の
差
別

化
や
国
際
的
競
争
力
の
付

与
も
目
的
と
し
て
あ
る
の

で
は
。
消
費
者
ニ
ー
ズ
に

こ
た
え
、
農
業
所
得
の
向

上
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
、

町
と
し
て
も
応
援
し
て
い

き
た
い
。

農
業
担
い
手
実
践
研
修

事
業
は
、
平
成
16
年
度
か

ら
Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
網
走

が
事
業
主
体
と
な
っ
て
実

施
し
て
い
る
。
新
規
就
農

者
の
実
践
的
技
術
、
知
識

習
得
を
目
的
と
し
、
研
修

期
間
は
２
年
間
。
平
成
21

年
の
Ｊ
Ａ
統
合
後
、
東
藻

琴
の
農
業
者
も
本
事
業
に

参
加
し
て
お
り
、
平
成
24

年
度
か
ら
本
町
も
応
分
の

負
担
を
行
う
。
質
の
面
で

の
農
業
担
い
手
支
援
策
に

な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

環
境
保
全
型
農
業
対

策
事
業
は
、
本
町
に
と
っ

て
も
非
常
に
ハ
ー
ド
ル
の

高
い
事
業
だ
と
思
っ
て
い

る
が
、
既
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
方
だ
け
で
終
わ
ら

せ
ず
、
さ
ら
に
展
開
さ
れ

る
よ
う
考
え
て
ほ
し
い
。

今
回
の
よ
う
な
事
業

で
あ
れ
ば
、
農
業
関
係
の

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る

と
い
う
よ
う
な
機
会
を
年

次
的
、
定
例
的
に
設
け
て

Ｐ
Ｒ
し
、
意
見
交
換
や
実

施
者
の
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

農
業
担
い
手
実
践
研

修
事
業
に
類
す
る
事
業
を

Ｊ
Ａ
め
ま
ん
べ
つ
も
行
っ

て
い
る
と
す
れ
ば
、
町
と

し
て
協
力
し
て
い
く
考
え

援
護
者
に
配
慮
し
た
物
資

等
の
確
保
が
必
要
な
場
合
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
を
福
祉
避
難
所
に
す
る

こ
と
が
適
当
と
考
え
る
。

計
画
見
直
し
の
中
で
関
係

施
設
等
と
調
整
し
、
指
定

す
る
方
向
で
考
え
た
い
。

確
保
し
た
福
祉
避
難

所
で
、
ど
の
程
度
の
対
応

が
で
き
る
の
か
。
施
設
と

の
契
約
や
利
用
量
な
ど
も

精
査
し
な
け
れ
ば
、
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
に
進
ま
な
い
。

必
要
に
応
じ
て
避
難

所
か
ら
福
祉
避
難
所
へ
の

移
送
、
場
合
に
よ
っ
て
は

当
初
か
ら
福
祉
避
難
所
で

の
受
入
れ
も
考
え
ら
れ
、

計
画
の
中
で
区
分
し
な
が

ら
位
置
づ
け
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
福
祉
避

難
所
の
間
口
不
足
も
想
定

し
、
農
業
構
造
改
善
セ
ン

タ
ー
や
両
地
区
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
な
ど
、
福
祉
避

難
所
と
し
て
の
予
備
的
位

置
づ
け
も
必
要
。

は
あ
る
か
。

Ｊ
Ａ
め
ま
ん
べ
つ
か

ら
、
具
体
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
い
う
話
は
な
い
。

本
町
は
農
業
が
産
業
の

中
心
と
な
り
、
大
勢
の

方
々
が
か
か
わ
っ
て
い
る
。

農
業
者
を
な
る
べ
く
減
ら

さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
、
地
域
活
力
に
つ
な
が

る
の
で
は
。
そ
う
い
っ
た

こ
と
か
ら
研
修
は
有
意
義

な
も
の
と
思
っ
て
お
り
、

町
と
し
て
支
援
し
て
い
く

考
え
方
は
常
々
持
っ
て
い

る
つ
も
り
で
あ
る
。
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２
事
業
の
今
後
の

展
開
は

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
進
め

る
に
は
精
査
が
必
要

さ
ら
な
る
事
業
展
開
を

類
似
事
業
へ
支
援
す
る

考
え
は

環
境
保
全
型
農
業
対
策
及
び
農
業
担
い
手
実
践

研
修
事
業
に
つ
い
て
（
町
政
執
行
方
針
か
ら
）

未来につながる農業支援を。

消費者の安全にも考慮して



女満別会場 
（大空町役場議事堂文化ホール） 

開 催 日：平成24年2月16日（木） 
開催時間：午後6時00分～午後8時20分 

参加くださった町民の方々 14人 

東藻琴会場 
（東藻琴農村環境改善センター） 

開 催 日：平成24年2月17日（金） 
開催時間：午後6時30分～午後8時20分 

参加くださった町民の方々 28人 

①議会基本条例制定の進捗状況報告 
②議会  総務文教厚生常任委員会  行政視察調査実施状況報告 
　●自治基本条例の先進事例について 
　●滞納対策としてのインターネット公売について 
　●障がい者福祉センターの運営について 
　●友好町「氷川町」における中学生・高校生の研修交流について 

③議会  産業建設常任委員会  所管事務調査実施状況報告 
　●観光交流センターの改修計画について 
　●地域間連絡道路の整備について 
　●芝桜公園温泉施設の活用計画について 

④議会広報誌編集活動報告 

報告会での主な質問・意見と回答 

参加者からの質問・意見 議会側の回答 

　町民皆さんとの対話と開かれ
た議会を目指し、昨年２月、本町
議会初めての試みとして「行政視
察調査報告会」を実施しました。 
　本年も同様に、議会の取組をお
知らせし、町民皆さんの声を直接
聞く機会として「議会報告・視察
調査報告会」を開催し、ご参加く
ださった皆さんから、多くのご意
見をいただきました。 

「議会報告・視察調査報告会」を 
開催しました!
「議会報告・視察調査報告会」を 
開催しました!

◆大空町でも、差押え物件をインターネット公売
にかける構想があるのか。 

◇担当課で差押えを実施した経過もあり、今後の滞
納対策の一つとして検討中との報告を受けている。 

◆議員任期中に１度、道外視察研修を実施すると
いう決めごとがあるのか。 
 

◇「きまりだから実施する」わけではなく、その機
会を有効に活用させていただき、先進事例など
を直接見聞することで感じ、学ぶことは大きい。 

◆障がい者福祉センターの運営に関する取組で、
まったく同じことが美幌町の「しゃきっとプラザ」
で行われている。そこを視察することで目的が
達成できたのではないか。 
 

◇目的は同じでも、達成に向けた取り組み方はい
ろいろある。障がい者福祉という継続したテー
マのもと、過去数箇所訪問させていただいたが、
今回は本町と同等の人口規模という環境下で
の取組と成果を調べるため、熊本県美里町の障
がい者福祉センターを訪問した。 

◆障がい者福祉センターはどのような障がいを
持つ方が利用し、スタッフはどの程度なのか。
住民のほとんどが詳細を知らないのでは。 

◇知的障がいの方を中心に取り組まれるが、将来
的には多くの障がい区分に対応できる施設に
なってほしい。障がいを有する方が、就職する
までの訓練の場としてスタートすると認識し
ている。本年４月１日から、12人のスタッフ体
制で運営開始の予定である。 

◆芝桜公園に整備されたイチゴ栽培ハウスと障
がい者福祉センターは、関連性があるのか。 

◇障がいを有する方の就労場所として、イチゴ栽
培ハウスを活用する考えもある。 
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事後アンケートで寄せられた主な意見 
●いくつかの課題に対し、議員間で討論してはどうか。 
●内容がわかりにくく、若者に説明しても興味を持たれないのでは。 
●全体的に説明が「かたい」。 
●皆、郷土を愛している。住みよいまちになるように努力を望む。 
●議員の個人懇談会も検討できないか。 
●町民の参加者が少ない。議会として努力が必要。 
●ほかのイベントにあわせての報告会開催も検討してはどうか。 

「議会報告・視察調査報告会」を 
開催しました!

　ご紹介したほか、参加いただいた町民皆様から、たくさんのご意見等をいただきました。 
　いただいたご意見などから、町民皆様の多くが「議会報告会の継続実施」「議会として、多くの町民が参加するよ
うな努力」を望まれていると認識しています。 
　昨年から、議会に特別委員会を設置して「議会基本条例」の策定に向けた検討を行ってきました。その中でも議会

報告会が位置づけられる予定です。 
　昨年、そして今回実施した報告会を通じて、その課
題や問題点などを議会として十分精査し、町民皆様
に興味を持っていただける、「ぜひとも参加したい」
と思っていただけるように、たくさんの方々が参加
くださる、充実した内容の議会報告会にしていきた
いと考えています。 
　議会として、さらに努力してまいりますので、ます
ますのご理解、ご協力をお願いします。 

◆女満別老人福祉センターにも足湯があるが、余
り利用されていないようである。そういった中
で芝桜公園に足湯を整備する理由は。 

◇湯量に余裕があり、湯温が下がらないまま廃棄
するのなら、足湯として活用してはという説明
を受けている。 
◇キャンプシーズンには必要ではないかという
議論もある。 

◆町内のインターネット環境の整備状況を把握
しないで、インターネットを活用しての情報提
供を行うことは、いかがなものか。 

◇本町のインターネット環境の整備状況も考慮し、
できるだけ安価で、数ある情報伝達手段の一つと
して議会のインターネット中継を検討している
ということである。 

◆町道日進巴沢線は、非常に危険な道路ではない
かと認識している。現段階でどの程度工事が進
んでいるのか。 

◇平成27年度までを第１期工事期間と予定し、女満
別ゴルフコース入口付近まで工事が進められる
見込み。一年でも早い工事完了を求めていきたい。 

◆冬期間除雪されない町道のところで伐採事業
が実施されており、みずから除雪しなければな
らない。必要がある場合、要請すればすぐに除
雪できる体制にあるのか。 

◇除雪の必要性を行政に伝えていただければ、対
応されるのではないか。 

◆議員定数を減らしたことのメリット・デメリッ
トは。 

◇予算規模は大幅に縮小したが、議員数が減ったこ
とで、活動していくうえで大変になった部分もある。 

◆参加する町民が少な過ぎる。これでは論外。も
っとすごい工夫をするべきだし、町民に興味を
持ってもらえる議会でなければならない。こう
いった報告会を継続して実施してもらいたいが、
このような状況であることを真剣に考えてほ
しい。 

◇タイムリーな内容を取り入れ、行政に対する議
会の対応などを盛り込めば、より町民の関心も
高まるのでは。議会側の準備が不足していた部
分もある。来年度から議会基本条例施行を目指
しており、議会審議内容の提供など、報告会の
内容を見直さなければならないと思っている。 

◆折込チラシなどで議会報告会開催が周知され
ているが、住民が多く集まるよう、広報車を活
用する方法もあるのでは。有意義な報告会にな
るよう、住民が集まる周知方法の工夫を。 

◇議会側として、報告会の内容や周知方法など、
しっかり精査していかなければならない。 
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自治体の憲法とも呼ばれる 
「自治基本条例」の詳細を審議！ 
自治体の憲法とも呼ばれる 

「自治基本条例」の詳細を審議！ 
自治体の憲法とも呼ばれる 

「自治基本条例」の詳細を審議！ 

自治基本条例審査特別委員会 

自治基本条例審査特別委員会の開催・審査経過等 

①平成24年 ３ 月 ８ 日 ◆ 正副委員長の互選 

⇒・委員長に近藤哲雄議員、副委員長に深川戴議員を選出。 

②平成24年 ３ 月 13 日 ◆ 付託事件（議案）「大空町自治基本条例制定について」 
      の審査 

⇒・自治基本条例（仮称）検討委員会の最終報告書（草案） 
　　内容の確認。 
　・本特別委員会に審議を付託された事件は、議会閉会中 
　　に引続き審議することを確認。 

③平成24年 ４ 月 11 日 ◆ 本特別委員会での今後の審議方法などを確認 
⇒・特別委員会へ説明員の出席を求め、条例案全体を総括 
　　的に審査することを確認。 
　・書面での確認事項事前提出と、委員会での直接質疑に 
　　より、内容を審議することを確認。 

⑤平成24年 ５月18 日 ◆ 山下町長の自治基本条例に対する考え方を聞き、 
      条例内容を審査 

⇒・委員会報告へ山下町長の考え方も反映させることを 
　　確認 

     ◆ 「自治基本条例制定について」の本特別委員会 
      審査結果の確認 

⇒・原案どおり可決するべきものとし、本会議で審査報告 
　　することを確認。 

④平成24年 ４ 月 24 日 ◆ 提案された条例内容を審査 
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自治体の憲法とも呼ばれる 
「自治基本条例」の詳細を審議！ 
自治体の憲法とも呼ばれる 

「自治基本条例」の詳細を審議！ 

〔特別委員会での主な審議概要〕 

条例では「自治」、総合計画では「まちづくり」という
文言を使用している。整合性をどう考えるか。 
 
 
 
条例内容をどのように住民に周知するのか。 
 
 
「自治推進委員会」を組織し、委員を公募するようだが、
その考え方は。 
 
会議を原則公開と規定されているが、どのような会
議を想定しているのか。 
 
会議を公開することが適当ではないと判断した場合、
町民に対してどのように周知するのか。 
 
「それぞれの年齢にふさわしい方法により、町政に参
加できる」と規定されているが、その具体的方法は。 
 
 
 
「町民参加の方法及び時期」として規定している事項
で必要なことは別に定めるとあるが、どのような定
め方を想定しているのか。 
 
 
 
外部監査の規定がないこと、個別設置型（＝住民意思
を確認しようとする事案ごとに、住民投票条例を制定）
での住民投票ということの説明をお願いする。 
 
 
 
公益通報の規定がないのは、なぜか。 
 
 
 
「自治の基本理念」の中で、「自治体としての自律的運
営を図り、自立を確保する」旨の規定があるが、どう
いった意味を含んでいるのか。 

条例案の主な確認概要 

「自治」は住民と行政との仕組みづくりを明確にする
もので、総合計画での「まちづくり」は住民生活の幅
広い分野にわたる。総合計画策定時期とも異なり、今
後議論されると思われる。 
 
町広報誌での特集、町ホームページ、ふれあいトーク
などを活用し、長期的にお知らせする。 
 
委員会で協議する項目を公表し、男女の比率や年齢
構成に配慮する。応募枠を超えた場合は選考する。 
 
個人情報にかかわる内容が含まれない会議を想定し
ている。 
 
町のホームページへ掲載して対応する。 
 
 
ふれあいトークへの参加は男性が多く、高齢者や女
性の集まりにも積極的に出向く。子供たちには、総合
計画策定時に町の将来を描いた絵画や作文を寄せて
もらうことを想定している。 
 
審議会等への委員としての参加、意見交換会等への
参加、町民意見公募(＝パブリックコメント)、アンケ
ート調査等は、必要性が生じた際に詳細をお知らせ
する。また、審議会等への委員としての参加、パブリ
ックコメントなどは、今後要綱を制定し、内容を定める。 
 
行政活動でも外部評価の実施に至っておらず、その
段階で外部監査を取り入れるのはどうなのか。町と
して、今後検討したい。常設型の住民投票制度にする
と、どんなことでも必要なのかということもある。十
分対応は可能とのことで、個別設置型を選定した。 
 
公益通報者保護法（＝内部告発を行った労働者を保
護する法律）が定められており、自治基本条例に盛り
込まなくても問題ないと判断している。 
 
自分たちのことは自分たちで行う、自立精神に近い
もの。住民の方には、自治に携わり、参加していただ
くということである。 

行政側の回答 

　「自治＝みずからのことは、みずからの手で」
という意味合いからも、町民、議会、行政が一
体となり、それぞれの役割を認識しながら協働
していくことで、よりよい「大空町」になって
いくものと考えます。 
　自治基本条例は「主権者である町民が主体と
なった自治の実現」が目的とされており、大空
町の自治の基本的事項を定める最高規範となり
ます。その重要性を本特別委員会としても認識し、
審議にあたってきました。 

　次に開催される議会で特別委員会の審査結果が報告され、採決される予定です。 
　町民皆さんが、まちづくりの主役であるということを実感できることを期待し、委員会では原案ど
おり可決すべきという審査結果に至りました。 
　「自治基本条例」をとおして、よりよい「大空町」になることを強く望みます。議会としても、そ
のために最大限の努力をする必要があると考えています。 
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OHZORA

MEMANBETSU

HIGASHIMOKOTO

総 務 文 教 厚 生 常 任 委 員 会 

※平成23年度第17回委員会は合同開催 

平成23年度 

第14回 

〔H24.2.23開催〕 

（審議項目 36件） 

平成23年度 
第17回 

〔H24.3.9開催〕 
（審議項目　２件） 

平成24年度 
第２回 

〔H24.5.18開催〕 
（審議項目　３件） 

平成24年度 

第１回 

〔H24.4.23開催〕 

（審議項目　８件） 

開催回数 主な審議項目 説　　明　　概　　要　　等 
社会福祉法人大空町社会福祉協議会を指定管理
候補者に選定 
 
午後の運行を２便から１便に減  
 
介護保険料基準月額が3,100円から4,000円に 
 
女満別中央病院、東藻琴診療所の医療用備品を
新規導入・更新 
 
前任医師の退職により、H24.4.1から医師が交代 
 
近隣市町村も整備費用を支援予定 
 
広報誌やパンフレットを利用して周知徹底を図る 
 
「見守りネット事業」でよりきめ細かな対応を行う 
 
H24・25の２カ年度、期間を限定して試験運行 
 
町外の火葬場利用がないこと等、現状を踏まえ
て廃止 
 
町民にわかりやすく、親しまれる広報誌づくり
を目指し、広報モニターを実施 
 
自治基本条例（仮称）検討委員会の最終報告書
策定までの経過報告など 
 
所管する調査項目の確認  
 
 
 
 
 
 
・29件で総額1,112万円の寄附 
・インターネット公金支払サービスの活用を検討 
 
 
 
 
 
H24.6分から支給対象者へ所得制限を適用 
 
 
 
 
 
平成24年度 国保税見直しの考え方 
 
日程、内容等の検討 
 
日程、内容等の検討 

女満別伝承館の指定管理  
 
東藻琴地区を走る患者輸送車運行計画
の見直し 
 
介護保険条例の改正 
 
医療用備品の導入  
 
東藻琴診療所医師の交代 
 
北見赤十字病院整備計画の概要 
 
国保資格喪失届出の周知 
 
孤立死防止に向けた取組 
 
乗合タクシー試験運行事業 
 
町外火葬場使用料助成金交付の廃止 
 
 
広報モニターの設置 
 
 
大空町自治基本条例（仮称）について  
 
議会閉会中の委員会所管事務調査の内
容確認 
 
 
国に対する意見書提出の検討  
 
 
H23ふるさと応援寄附金の採納等状況
報告・同寄附金のインターネット収納 
 
 
大空町税条例を改正 
 
 
平成24年度児童手当の概要 
 
女満別小学校旧校舎解体事業及び 
東藻琴中学校大規模改修事業の日程  
 
平成24年度国民健康保険税率 
 
H24委員会所管事務調査日程等 
 
H24委員会道内行政視察調査日程等 

・障害者総合福祉法（仮称）早期制定を求める意見書 
　⇒国の動向を注視する 
・大空町の国家公務員宿舎廃止に反対する意見書 
　⇒国に対して提出 

東日本大震災からの復興・再生、税負担の公平 
性等の観点から、地方税法等を改正することに 
よる見直し 

〔予定工期〕 
　女満別小学校：H24.12月ごろまで 
　東藻琴中学校：H25.１月末ごろまで 

　総務文教厚生、産業建設の２常任委員会では、議会閉会中も随時委員会が
所管する項目などの調査を行っており、主な審議項目等をお知らせします。 

常任委員会の活動状況 
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産 業 建 設 常 任 委 員 会 

両 常 任 委 員 会 合 同 開 催 
※平成23年度第17回委員会は合同開催 

平成23年度 

第16回 

〔H24.2.24開催〕 

（審議項目 17件） 

 

平成23年度 第18回 
〔H24.3.9開催〕 
（審議項目　１件） 
平成24年度 第１回 
〔H24.４.24開催〕 
（審議項目　７件） 

平成24年度 
第２回 

〔H24.5.18開催〕 
（審議項目　４件） 

開催回数 主な審議項目 説　　明　　概　　要　　等 

台帳への記載項目が追加されるため 
 
平成24年度に女満別地区で２階建１棟８戸の公
営住宅新設を計画 
 
東藻琴の「地域振興施設」に関する協議状況等の報告 
 
将来負担を見越し、基金（＝預金）を設ける 
 
国の４次補正予算により、暗渠管設置など農地
整備に要する費用を一部助成 
 
 
 
 
 
 
 
 
社会福祉法人女満別福祉会を候補者に選定 
 
全道的に増加しているエゾシカ駆除を推進し、
農林作物被害防止を図る 
 
町が主催・共催する事業等への参加者にポイント
を発行する 
 
湖畔見学者の安全確保と維持管理経費節減のため、
木道を一部撤去 
 
91件分　2,543万円を助成 
 
基本協定書に信用失墜行為の禁止、施設利用者への親切丁
寧な対応、それらが守られない場合の指定取り消しを追加 
 
H22・23にアイスクリームから大腸菌群が検出
されたことに伴う対応 
 
所管する調査項目の確認 
 
懇談会の開催状況等の報告と今後の取組予定 
 
87件の応募があり、抽選により42件を採択 
 
現状にあわせ、「町道朝日西７線」の一部を廃止 
 
日程、内容等の検討 
 
日程、内容等の検討 

農地基本台帳システムの更新 
 
新設団地建設計画概要 
  
まちづくり住民懇談会の活動経過 
 
国営美女地区かんがい排水基金条例の制定 
 
農業体質強化基盤整備促進事業補助金
交付要綱の制定 
 
 
 
新規の道営基盤整備事業概要説明  
 
 
 
女満別農業構造改善センターの指定管理 
 
エゾシカ駆除事業助成金交付要綱制定  
 
「そらっきーポイントカード」のポイン
トを町も発行 
 
老朽化した湖畔木道への対応  
 
H23住宅リフォーム事業の実績 
 
朝日ヶ丘公園指定管理協定書を改正 
 
 
乳酪館の衛生管理 
  
議会閉会中の委員会所管事務調査の内容確認 
 
まちづくり住民懇談会の活動経過 
 
H24住宅リフォーム事業の状況 
 
町道の廃止 
 
H24委員会所管事務調査日程等 
 
H24委員会道内行政視察調査日程等 

◆実施地区：女満別湖南昭和地区 
　事業予定期間：H25～33 
　概算事業費：10億5,000万円 
◆実施地区：女満別南部地区 
　事業予定期間：H26～34 
　概算事業費：21億2,000万円 

平成23年度 
第４回 

（15回総務・16回産建） 
〔H24.2.24開催〕 
（審議項目　３件） 

平成23年度 第５回 
（16回総務・17回産建） 
〔H24.2.28開催〕 
（審議項目　１件） 
平成23年度 第６回 
（18回総務・19回産建） 
〔H24.3.15開催〕 
（審議項目　１件） 

開催回数 主な審議項目 説　　明　　概　　要　　等 
H24～26の３カ年度の計画を策定、安心して暮
らせるまちづくりを目指す 
 
航空路線運行新規参入や既存路線の増便、運行機材
の大型化等を行った航空事業者へ一定の支援を実施 
 
審議経過等と条例案の内容 
 

条例案の考え方など、解説に基づき説明 
  
住宅施策を総合的、体系的に推進すること、町営
住宅の長期的な維持管理を実現することを目的
に計画を策定 

第５期高齢者福祉計画・介護保険事業
計画概要（介護保険料見直し） 
 
女満別空港運航支援事業補助金交付要
綱制定 
 
自治基本条例（仮称）最終報告書策定経過等 
 

自治基本条例案　解説版の説明 
 
 
住生活基本計画・町営住宅長寿命化計
画概要 
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議会活動掲示板 

【町村議会正副議長研修会（5/29～30）】 

　諸課題への対応や研さんを目的に例年開催される研修会に、正副議長が参加しま
した。 

【障がい者福祉センター開所式（4/7）】 

　本町の障がい福祉施策の拠点となる「大
空町障がい者福祉センター ちあふる」
が供用開始となり、その開所式が執り
行われました。 

【湖水開き安全祈願祭（5/1）・芝桜まつりオープニングセレモニー（5/3）】 

【豊住小学校開校100周年記念式典（3/3）】 

　豊住小学校が開校100周年を迎え、
大勢の関係各位参加のもと、記念式典
が盛大に執り行われました。 

【各ふるさと会の開催】 

　本町に縁のある方々が参会のもと、4/21に札幌市で札幌東藻琴会、5/26には旭
川市で旭川女満別会・同東藻琴会が開催され、議会を代表して後藤議長、田中副議
長が出席しました。 

　春の訪れとともに今後迎える観光シーズン
を控え、5/1に網走湖女満別湖畔で「湖水開き
安全祈願祭」が、5/3には東藻琴芝桜公園で「芝
桜まつりオープニングセレモニー」が執り行
われました。 
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要 望 意 見 書 

　次のとおり、国に対して意見書を提出しました。 

 

 

 

　国は、国家公務員宿舎の削減のあり方に関する具体的方向性を検討するため「国家公務

員宿舎の削減のあり方についての検討会」を設置し、昨年12月には具体的な削減計画がま

とめられました。 

　本町には、国土交通省東京航空局女満別空港出張所等に勤務する職員が入居する国土交

通省所管の国家公務員宿舎が所在し、さきにまとめられた削減計画の中では、当該宿舎も

廃止を決定した宿舎の一つとして示されています。 

　本町においては、当該宿舎が廃止されることによって、その部分の受け皿となる住宅等

を十分に確保することが難しい状況にあることから、人口・世帯の減少や、さらには地域

経済に大きな影響を及ぼすことも懸念されます。 

　国家公務員宿舎に関しては国が検討するべき課題であり、今回の削減計画策定にあたっ

ては、東日本大震災の復興計画、政府の危機管理体制、国家公務員の処遇や宿舎の維持管

理方針なども関係しているものと理解しますが、宿舎の所在する本町に対して事前の情報

提供や十分な協議もされないまま廃止を決定したことは地元自治体への配慮に欠けており、

誠に遺憾であります。 

　空港があるまち「大空町」として、航空行政関係者が町内に居住することは、空港及び

地域の活性化のために欠かせない大きな柱の一つとして位置づけております。 

よって、国においては、国家公務員宿舎の廃止によって地元自治体が受ける影響を勘案し、

その状況や意向等を削減計画における重要なポイントとして、当該計画を地域の実情に配

慮して見直すとともに、廃止が決定された本町に所在する国家公務員宿舎を存続させるこ

とを強く要望します。 

大空町に所在する国土交通省東京航空局女満別空港出張所等に勤務 
する国家公務員の宿舎の存続を求める要望意見書 
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６月19日(火)から ６月19日(火)から ６月19日(火)から 

◆定例町議会は、年４回（３月・６月・９月・12月）に開か
れます。また、臨時町議会は、必要に応じて随時開かれ
ますので、皆様もお気軽に傍聴においでください。 
◆詳しくは、議会事務局へお問合せください。 

議 会 日 誌  平成24年2月28日～5月31日 
 ２月 28 日 第16回総務文教厚生常任委員会・第17回産

業建設常任委員会（合同開催） 
３月  １ 日 〔議長〕女満別高等学校第58回卒業証書授与式 
    〔副議長〕東藻琴高等学校第56回卒業証書

授与式 
  ２ 日 第13回議会運営委員会 
  ３ 日 〔議長〕豊住小学校開校100周年記念式典 
  ６ 日 〔議長〕大空町ことぶき大学卒業式・修了式 
  ８ 日～15日  平成24年第１回大空町議会定例会 
  ８ 日 第14回議会運営委員会 
    第10回議員協議会 
    予算審査特別委員会 
    第１回自治基本条例審査特別委員会 
  ９日 第17回総務文教厚生常任委員会 
    第18回産業建設常任委員会 
    第11回議員協議会 
  12 日～14日  予算審査特別委員会 
  12 日 第５回定住自立圏形成協定調査等特別委員会 
  13 日 第２回自治基本条例審査特別委員会 
    第15回議会運営委員会 
  14 日 〔議長〕女満別駐在所開所式 
  15日 〔議長〕女満別中学校第41回卒業証書授与式 
    〔副議長〕東藻琴中学校第65回卒業証書授与式 
    第18回総務文教厚生常任委員会・第19回産

業建設常任委員会（合同開催） 
    第17回議会広報編集特別委員会 
  16 日 〔議長〕女満別幼稚園第42回卒園式 
    〔議長〕大空町教育懇話会 
  19 日 〔議長〕女満別小学校第48回卒業証書授与式 
    〔副議長〕東藻琴小学校第65回卒業証書授与式 
  20 日～22日  〔議長〕女満別高等学校野球部甲子園

出場に伴う激励（兵庫県） 
  23日 〔議長〕懸案事項処理（要望活動）（東京都） 
    〔産業建設常任委員会委員長〕豊住小学校

第65回卒業証書授与式 
 ４月 ６ 日 〔議長〕東藻琴小学校・中学校入学式 
    〔副議長〕女満別小学校入学式 
    〔議長〕女満別建設業協会平成24年度通常総会 
  ７ 日 〔議長〕大空町障がい者福祉センターちあ

ふる開所式 
  ９ 日 〔議長〕女満別中学校・女満別高等学校入学式 
    〔副議長〕東藻琴幼稚園入園式 
    〔総務文教厚生常任委員会副委員長〕女満

別幼稚園入園式 
    〔議長〕大空町女満別農民協議会第54回定期総会 
  10 日 〔副議長〕東藻琴高校入学式 
  11日 〔議長〕女満別町農業協同組合第64回通常総会 
    第１回議会基本条例策定特別委員会 
    第１回自治基本条例審査特別委員会 
    第１回議員協議会 
  13 日 〔議長〕大空町教育懇話会 

  14 日 〔議長〕大空町手をつなぐ育成会平成24年度
定期総会 

  17 日 〔議長〕大空町の高等学校教育を考える協議会 
  18 日 〔議長〕オホーツク町村議会議長会平成23年

度決算監査（網走市） 
  20 日 〔議長〕大空町ことぶき大学入学式・進級式 
  21 日～22日  〔正副議長〕札幌大空町東藻琴会ふる

さとの集い 
  23 日 第１回総務文教厚生常任委員会 
  24 日 第２回自治基本条例審査特別委員会 
    第１回産業建設常任委員会 
  25 日～26日  〔議長〕女満別高等学校間口に関する

要望活動（札幌市） 
５ 月 １ 日 〔議長〕湖水開き安全祈願祭 
    〔議長〕女満別空港整備・利用促進協議会平

成24年度総会 
    〔議長〕第83回メーデー大空集会 
  ３ 日 〔議長〕芝桜まつりオープニングセレモニー 
  11 日 第１回議会広報編集特別委員会 
  17 日 第２回議会広報編集特別委員会 
  18日 平成24年第２回大空町議会臨時会 
    第２回総務文教厚生常任委員会 
    第２回産業建設常任委員会 
    第２回議員協議会 
    第３回自治基本条例審査特別委員会 
  22日 熊本県西原村議会視察来町応対 
  23日～24日  町村議会事務担当者会議（町村議会

実態調査説明会）（札幌市） 
  23日 〔議長〕オホーツク町村議会議長会定期総会

（訓子府町） 
  26 日～27日 〔正副議長〕旭川女満別会・旭川東藻琴

会（旭川市） 
  28 日～30日 〔正副議長〕第37回町村議会議長・副

議長研修会（東京都） 

議会の傍聴はお気軽に!議会の傍聴はお気軽に!議会の傍聴はお気軽に!

開かれる予定です。 
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大空町女満別湖畔3丁目2番3号　TEL0152-74-2343

★血液の流れが良くなり、 
　体が温まります。 
★老廃物が排出されます。 

ホテル 

評判の温泉で 評判の温泉で 
ご入浴 ご宴会 

ご宿泊 

源泉掛け流し 源泉掛け流し 
素肌と美の健康泉 お風呂で心も身体もリフレッシュ!

リニューアルオープン!リニューアルオープン!
・マイナスイオン 
・遠 赤 外 線　サウナで健康体 
・マイナスイオン 
・遠 赤 外 線　サウナで健康体 

★血液の流れが良くなり、 
　体が温まります。 
★老廃物が排出されます。 

◆日帰り入浴ご案内◆ 

入浴時間／AM11：00～PM10：30
・大人：390円 ・小人：140円 


